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岡
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６
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が
ん
ば
っ
ち
ょ
る

が
ん
ば
っ
ち
ょ
る

　暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。こ
の

度
、前
委
員
長
が
議
長
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
関
係
で
、新
し
く
委
員
長
に
選
ば
れ

ま
し
た
田
中
勝
馬
で
御
座
い
ま
す
。

　皆
様
方
の
ご
意
見
・ご
感
想
に
耳
を
傾

け
な
が
ら
、ま
た
、社
会
の
動
向
や
先
の

時
代
を
見
据
え
た
ト
ピ
ッ
ク
に
対
す
る

洞
察
力
を
磨
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　議
会
だ
よ
り
は
、議
会
と
町
民
の
皆

様
を
つ
な
ぐ
極
め
て
重
要
な
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
も
あ
り
、よ
り
内
容
の
濃
密
な
議
会
だ

よ
り
へ
と
進
化
さ
せ
る
よ
う
尽
力
す
る

所
存
で
す
。よ
り
多
く
の
町
民
の
声
を
聞

き
な
が
ら
有
意
義
な
誌
面
づ
く
り
に
励

ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。ど
う
か
今
後
と
も

議
会
だ
よ
り
の
ご
愛
読

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。田

中

　勝
馬

委
員
長

　田

　中

　勝

　馬

副
委
員
長

　柿

　野

　正

　喜

委

　
　員

　肥
喜
里

　雄

　二

委

　
　員

　吉

　竹

　次

　男

委

　
　員

　中

　山

　茂

　樹

委

　
　員

　飯

　本

　秀

　夫

発
行
責
任
者

　熊

　谷

　み
え
子

議 会 広 報
特別委員会

公
民
館
、サ
ン・
グ
レ
ー
ト
み
や
こ
、豊
津
公

民
館
を
は
じ
め
町
内
の
各
文
化
施
設
な
ど

を
拠
点
に
定
期
的
に
活
動
し
、さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　
協
会
の
事
業
と
し
て
は
、み
や
こ
町
と
の

協
働
事
業
で
、花
し
ょ
う
ぶ
ま
つ
り
、夏
ま

つ
り
、敬
老
会
、三
重
塔
ま
つ
り
等
に
出
展

及
び
芸
能
出
演
を
行
う
ほ
か
、自
主
事
業

と
し
て
、文
化
月
間
記
念
発
表
会（
豊
津
エ

リ
ア
）、産
業
祭
記
念
発
表
会（
犀
川
エ
リ

ア
）、文
化
・
芸
能
フ
ェ
ア（
勝
山
エ
リ
ア
）を

行
い
、日
ご
ろ
の
活
動
の
成
果
を
広
く
一
般

に
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
次
号
以
降
に
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
つ
い

て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
協
会
の
所
属
教
室
は
、文
芸
部
会
に
俳

句
・
短
歌
・
郷
土
史
、美
術
（
芸
術
）
部
会
に

　
み
や
こ
町
文
化
協
会
（
以
下
、単
に
協

会
）は
、先
行
す
る
み
や
こ
町
文
化
協
会
連

合
会
を
平
成
25
年
度
に
発
展
継
承
し
て
発

足
し
た
も
の
で
、文
化
芸
術
活
動
お
よ
び

そ
の
振
興
に
係
る
活
動
を
通
し
て
、み
や
こ

町
の
生
活
文
化
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
会
員
は
約
７
０
０
余
名
を
有
し
、中
央

絵
画
・
写
真
・
書
道
・

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
・

表
装
・
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ジ
メ
ン
ト
、生
活

教
養
部
会
に
華
道
・

茶
道
・
英
会
話
・
園

芸
・
手
芸
（
編
物
・

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
）
、

芸
能
部
会
に
舞
踊
・

ダ
ン
ス
・
吟
詠
・
カ

ラ
オ
ケ
・
謡
曲
・コ
ー
ラ
ス・
大
正
琴
・フ
ラ
ダ

ン
ス・三
味
線
、文
化
一
般
部
会
に
勝
山
太
鼓
・

盆
踊
り
保
存
会
・
健
康
武
術
（
練
功
・
太
極

拳
・
少
林
武
術
）・
地
域
づ
く
り
等
が
あ
り
ま

す
。

　
み
や
こ
町
文
化
協
会
に
は
こ
の
よ
う
に
、

多
彩
な
文
化
を
自
他
で
楽
し
み
な
が
ら
発

展
さ
せ
て
行
く
人
々
が
多
数
在
籍
し
て
お

り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
応
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　3,000株、1万本、30品種ほどの花菖蒲が5月
下旬から6月中旬まで、白や紫の花を順々に咲
かせます。毎年6月上旬に、花の見ごろに合わせ
て花しょうぶまつりを開催しています。
　5月下旬から開花をはじめ、6月中旬頃に満開
になります。

豊津花菖蒲公園豊津花菖蒲公園
6月10日6月10日

6月定例会の結果報告・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2～5P
議会の活動報告 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 5～8P
9名の議員が町政を問う・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 9～17P
小学校の児童が議会を傍聴 ・ ・ ・ ・ 18～19P
町内の頑張っている団体を紹介 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 20P

編
集
後
記

連
絡
先

み
や
こ
町
文
化
協
会  

事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
明

　
℡
０
９
３
０
ー

３
３
ー

４
６
６
６

　
み
や
こ
町
歴
史
民
俗
博
物
館
内

　（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
文
化
係
）

文化月間記念発表会

み
や
こ
町 

文
化
協
会

み
や
こ
町 

文
化
協
会

み
や
こ
町 

文
化
協
会
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議
長
に
熊
谷
み
え
子
議
員

副
議
長
に
柿
野
義
直
議
員
が
当
選

議
長
に
熊
谷
み
え
子
議
員

副
議
長
に
柿
野
義
直
議
員
が
当
選

就
任
の
あ
い
さ
つ

前
議
長
・
前
副
議
長
の
一
身
上
の
都
合
に
よ
る
退
任
に
伴
い
、
5
月
10
日
に
開
催
し
た

平
成
29
年
第
3
回
み
や
こ
町
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、
投
票
に
よ
り
議
長
・
副
議
長
の
選

挙
を
行
い
、
議
長
に
熊
谷
み
え
子
議
員
、
副
議
長
に
柿
野
義
直
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
当
選
し

ま
し
た
。

去
る
5
月
10
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
平

成
29
年
第
3
回
み
や
こ
町
議
会
臨
時
会
に

お
き
ま
し
て
、議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

地
方
自
治
の
本
旨
の
た
め
議
会
の
は
た

す
役
割
は
重
要
で
す
。
平
成
29
年
は
憲
法
、

地
方
自
治
法
が
施
行
さ
れ
議
会
制
民
主
主

義
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
70
周
年
の
年
で

あ
り
ま
す
。
地
方
自
治
体
は
住
民
の
福
祉

の
増
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ

れ
、
住
民
福
祉
の
原
則
、
行
政
効
率
の
原
則
、

法
令
順
守
の
原
則
な
ど
住
民
自
治
、
団
体

自
治
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
住
民
と
共
に

あ
る
議
会
・
わ
か
り
や
す
い
議
会
運
営
に

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

み
や
こ
町
議
会
と
し
て
も
「
議
会
改
革

調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
」
し
、
開
か
れ

た
議
会
へ
と
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今

後
は
議
会
中
継
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
視
聴

で
き
る
よ
う
ス
タ
ー
ト
す
べ
く
準
備
が
進

ん
で
い
ま
す
。
会
議
録
検
索
は
も
ち
ろ
ん
、

い
ち
早
く
議
会
で
の
審
議
な
ど
見
て
い
た

だ
け
る
事
と
な
り
ま
す
。
議
会
の
役
割
や

仕
組
み
を
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ

く
よ
う
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
議
会
だ
よ

り
を
始
め
と
し
た
議
会
広
報
の
一
層
の
充

実
に
日
々
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

私
ど
も
議
員
一
同
、
町
民
の
皆
様
の
負

託
に
こ
た
え
る
よ
う
、
更
な
る
町
政
発
展

に
向
け
、
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

議
会
議
長熊

谷

　み
え
子

各
常
任
委
員
会
委
員
選
任

新
議
席
が
決
定

各
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。（ 

◎
は
委
員
長
、

○
は
副
委
員
長 

）

常
任
委
員
会
と
は
、
付
託
さ
れ
た
所
管

に
属
す
る
議
案
、
請
願
、
陳
情
等
の
審
査
、

調
査
等
を
行
う
常
設
の
委
員
会
で
す
。

各
特
別
委
員
会
委
員
の

　
　
　
　
　
　お
知
ら
せ

み
や
こ
町
が
加
入
す
る

一
部
事
務
組
合
議
員
の

　
　
　
　
　
　お
知
ら
せ

議
長
、
副
議
長
の
就
任
に
伴
い
委
員

の
変
更
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。（ 

◎
は
委
員
長
、○
は
副
委
員

長 

）

今
後
2
年
間
の
議
席
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
議
席
番
号
は
、
質
疑
な
ど
議
会
で
の

発
言
を
行
う
際
に
呼
称
と
し
て
使
わ
れ
ま

す
。
議
席
は
当
選
回
数
・
年
齢
に
よ
り
決

定
し
、
議
長
は
16
番
、
副
議
長
は
15
番
と

な
り
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会

次
の
課
の
所
管
に
属
す
る
事
項

総
務
課
、
行
政
経
営
課
、
財
政
課
、

税
務
課
、会
計
課
、選
挙
管
理
委
員
会
、

監
査
委
員
、

そ
の
他

　他
の
委
員
会
に
属
さ
な
い

事
項

◎
飯
本

　秀
夫

　
　
　上
田

　重
光

○
中
山

　茂
樹

　
　
　肥
喜
里
雄
二

　中
尾

　文
俊

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

次
の
課
の
所
管
に
属
す
る
事
項

住
民
課
、
子
育
て
・
健
康
支
援
課
、

保
険
福
祉
課
、
上
下
水
道
課
、
教
育

委
員
会

◎
柿
野

　正
喜

　
　
　浦
山

　公
明

○
吉
竹

　次
男

　
　
　小
田

　勝
彦

　大
束

　英
壽

議
会
運
営
委
員
会

議
会
の
円
滑
で
効
率
的
な
運
営
を
図

る
た
め
、
次
の
事
項
を
審
査
、
協
議

し
ま
す
。

1

　議
会
運
営
に
関
す
る
事
項

2

　議
会
関
係
の
条
例
、規
則
、規
定
、

及
び
申
し
合
わ
せ
の
取
り
扱
い

3

　議
長
の
諮
問
に
関
す
る
事
項

4

　そ
の
他
、
議
会
の
運
営
に
関
す

る
事
項

◎
大
束

　英
壽

　
　
　飯
本

　秀
夫

○
中
尾

　昌
廣

　
　
　柿
野

　正
喜

　柿
野

　義
直

　
　
　橋
本

　真
助

　中
尾

　文
俊

伊
良
原
ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会

伊
良
原
ダ
ム
建
設
に
関
す
る
調
査
・

研
究

◎
田
中

　勝
馬

　
　
　金
房

　眞
悟

○
中
尾

　文
俊

　
　
　飯
本

　秀
夫

　上
田

　重
光

　
　
　小
田

　勝
彦

　浦
山

　公
明

　
　
　中
山

　茂
樹

議
長
、
副
議
長
の
就
任
に
伴
い
議
員
の

変
更
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。京

築
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
議
会
議
員

広
域
圏
消
防
、
休
日
急
患
セ
ン
タ
ー

等
に
関
す
る
共
同
処
理

　上
田

　重
光

　
　
　浦
山

　公
明

豊
前
広
域
環
境
施
設
組
合
議
会
議
員

し
尿
処
理
に
関
す
る
共
同
処
理

　大
束

　英
壽

　
　
　小
田

　勝
彦

　金
房

　眞
悟

　
　
　柿
野

　正
喜

　中
尾

　昌
廣

行
橋
市
・
み
や
こ
町
清
掃
施
設
組
合
議
会

議
員ご

み
処
理
施
設
の
設
置
、
管
理
、
運

営
等
に
関
す
る
共
同
処
理

　中
尾

　文
俊

　
　
　吉
竹

　次
男

　田
中

　勝
馬

　
　
　肥
喜
里
雄
二

　橋
本

　真
助

京
築
地
区
水
道
企
業
団
議
会
議
員

水
資
源
の
有
効
利
用
、
水
道
施
設
の

効
率
的
な
運
用
に
関
す
る
共
同
処
理

　飯
本

　秀
夫

　
　
　中
山

　茂
樹

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

議
会
改
革
に
関
す
る
調
査
・
研
究

◎
中
尾

　文
俊

　
　
　飯
本

　秀
夫

○
小
田

　勝
彦

　
　
　柿
野

　正
喜

　柿
野

　義
直

　
　
　橋
本

　真
助

　大
束

　英
壽

　
　
　吉
竹

　次
男

　中
尾

　昌
廣

広
報
特
別
委
員
会

議
会
報
の
編
集
・
発
行

※

委
員
は
最
終
ペ
ー
ジ
に
記
載

基
地
対
策
特
別
委
員
会

基
地
問
題
に
関
す
る
調
査
・
研
究

◎
橋
本

　真
助

　
　
　中
尾

　昌
廣

○
肥
喜
里
雄
二

　
　
　柿
野

　正
喜

　柿
野

　義
直

　
　
　吉
竹

　次
男

　大
束

　英
壽

産
業
建
設
常
任
委
員
会

次
の
課
の
所
管
に
属
す
る
事
項

観
光
ま
ち
づ
く
り
課
、
農
林
業
振
興

課
、
建
築
課
、
都
市
整
備
課
、
農
業

委
員
会

◎
橋
本

　真
助

　
　
　金
房

　眞
悟

○
田
中

　勝
馬

　
　
　中
尾

　昌
廣

　柿
野

　義
直

12345678910111213141516
議
席

氏

　名

肥
喜
里
雄
二

吉
竹

　次
男

橋
本

　真
助

柿
野

　正
喜

中
山

　茂
樹

小
田

　勝
彦

田
中

　勝
馬

飯
本

　秀
夫

中
尾

　昌
廣

金
房

　眞
悟

浦
山

　公
明

大
束

　英
壽

上
田

　重
光

中
尾

　文
俊

柿
野

　義
直

熊
谷
み
え
子

1122333444566767
期
数
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議
長
に
熊
谷
み
え
子
議
員

副
議
長
に
柿
野
義
直
議
員
が
当
選

議
長
に
熊
谷
み
え
子
議
員

副
議
長
に
柿
野
義
直
議
員
が
当
選

就
任
の
あ
い
さ
つ

前
議
長
・
前
副
議
長
の
一
身
上
の
都
合
に
よ
る
退
任
に
伴
い
、
5
月
10
日
に
開
催
し
た

平
成
29
年
第
3
回
み
や
こ
町
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、
投
票
に
よ
り
議
長
・
副
議
長
の
選

挙
を
行
い
、
議
長
に
熊
谷
み
え
子
議
員
、
副
議
長
に
柿
野
義
直
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
当
選
し

ま
し
た
。

去
る
5
月
10
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
平

成
29
年
第
3
回
み
や
こ
町
議
会
臨
時
会
に

お
き
ま
し
て
、議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

地
方
自
治
の
本
旨
の
た
め
議
会
の
は
た

す
役
割
は
重
要
で
す
。
平
成
29
年
は
憲
法
、

地
方
自
治
法
が
施
行
さ
れ
議
会
制
民
主
主

義
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
70
周
年
の
年
で

あ
り
ま
す
。
地
方
自
治
体
は
住
民
の
福
祉

の
増
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ

れ
、
住
民
福
祉
の
原
則
、
行
政
効
率
の
原
則
、

法
令
順
守
の
原
則
な
ど
住
民
自
治
、
団
体

自
治
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
住
民
と
共
に

あ
る
議
会
・
わ
か
り
や
す
い
議
会
運
営
に

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

み
や
こ
町
議
会
と
し
て
も
「
議
会
改
革

調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
」
し
、
開
か
れ

た
議
会
へ
と
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今

後
は
議
会
中
継
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
視
聴

で
き
る
よ
う
ス
タ
ー
ト
す
べ
く
準
備
が
進

ん
で
い
ま
す
。
会
議
録
検
索
は
も
ち
ろ
ん
、

い
ち
早
く
議
会
で
の
審
議
な
ど
見
て
い
た

だ
け
る
事
と
な
り
ま
す
。
議
会
の
役
割
や

仕
組
み
を
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ

く
よ
う
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
議
会
だ
よ

り
を
始
め
と
し
た
議
会
広
報
の
一
層
の
充

実
に
日
々
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

私
ど
も
議
員
一
同
、
町
民
の
皆
様
の
負

託
に
こ
た
え
る
よ
う
、
更
な
る
町
政
発
展

に
向
け
、
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

議
会
議
長熊

谷

　み
え
子

各
常
任
委
員
会
委
員
選
任

新
議
席
が
決
定

各
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。（ 

◎
は
委
員
長
、

○
は
副
委
員
長 

）

常
任
委
員
会
と
は
、
付
託
さ
れ
た
所
管

に
属
す
る
議
案
、
請
願
、
陳
情
等
の
審
査
、

調
査
等
を
行
う
常
設
の
委
員
会
で
す
。

各
特
別
委
員
会
委
員
の

　
　
　
　
　
　お
知
ら
せ

み
や
こ
町
が
加
入
す
る

一
部
事
務
組
合
議
員
の

　
　
　
　
　
　お
知
ら
せ

議
長
、
副
議
長
の
就
任
に
伴
い
委
員

の
変
更
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。（ 

◎
は
委
員
長
、○
は
副
委
員

長 

）

今
後
2
年
間
の
議
席
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
議
席
番
号
は
、
質
疑
な
ど
議
会
で
の

発
言
を
行
う
際
に
呼
称
と
し
て
使
わ
れ
ま

す
。
議
席
は
当
選
回
数
・
年
齢
に
よ
り
決

定
し
、
議
長
は
16
番
、
副
議
長
は
15
番
と

な
り
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会

次
の
課
の
所
管
に
属
す
る
事
項

総
務
課
、
行
政
経
営
課
、
財
政
課
、

税
務
課
、会
計
課
、選
挙
管
理
委
員
会
、

監
査
委
員
、

そ
の
他

　他
の
委
員
会
に
属
さ
な
い

事
項

◎
飯
本

　秀
夫

　
　
　上
田

　重
光

○
中
山

　茂
樹

　
　
　肥
喜
里
雄
二

　中
尾

　文
俊

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

次
の
課
の
所
管
に
属
す
る
事
項

住
民
課
、
子
育
て
・
健
康
支
援
課
、

保
険
福
祉
課
、
上
下
水
道
課
、
教
育

委
員
会

◎
柿
野

　正
喜

　
　
　浦
山

　公
明

○
吉
竹

　次
男

　
　
　小
田

　勝
彦

　大
束

　英
壽

議
会
運
営
委
員
会

議
会
の
円
滑
で
効
率
的
な
運
営
を
図

る
た
め
、
次
の
事
項
を
審
査
、
協
議

し
ま
す
。

1

　議
会
運
営
に
関
す
る
事
項

2

　議
会
関
係
の
条
例
、規
則
、規
定
、

及
び
申
し
合
わ
せ
の
取
り
扱
い

3

　議
長
の
諮
問
に
関
す
る
事
項

4

　そ
の
他
、
議
会
の
運
営
に
関
す

る
事
項

◎
大
束

　英
壽

　
　
　飯
本

　秀
夫

○
中
尾

　昌
廣

　
　
　柿
野

　正
喜

　柿
野

　義
直

　
　
　橋
本

　真
助

　中
尾

　文
俊

伊
良
原
ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会

伊
良
原
ダ
ム
建
設
に
関
す
る
調
査
・

研
究

◎
田
中

　勝
馬

　
　
　金
房

　眞
悟

○
中
尾

　文
俊

　
　
　飯
本

　秀
夫

　上
田

　重
光

　
　
　小
田

　勝
彦

　浦
山

　公
明

　
　
　中
山

　茂
樹

議
長
、
副
議
長
の
就
任
に
伴
い
議
員
の

変
更
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。京

築
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
議
会
議
員

広
域
圏
消
防
、
休
日
急
患
セ
ン
タ
ー

等
に
関
す
る
共
同
処
理

　上
田

　重
光

　
　
　浦
山

　公
明

豊
前
広
域
環
境
施
設
組
合
議
会
議
員

し
尿
処
理
に
関
す
る
共
同
処
理

　大
束

　英
壽

　
　
　小
田

　勝
彦

　金
房

　眞
悟

　
　
　柿
野

　正
喜

　中
尾

　昌
廣

行
橋
市
・
み
や
こ
町
清
掃
施
設
組
合
議
会

議
員ご

み
処
理
施
設
の
設
置
、
管
理
、
運

営
等
に
関
す
る
共
同
処
理

　中
尾

　文
俊

　
　
　吉
竹

　次
男

　田
中

　勝
馬

　
　
　肥
喜
里
雄
二

　橋
本

　真
助

京
築
地
区
水
道
企
業
団
議
会
議
員

水
資
源
の
有
効
利
用
、
水
道
施
設
の

効
率
的
な
運
用
に
関
す
る
共
同
処
理

　飯
本

　秀
夫

　
　
　中
山

　茂
樹

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

議
会
改
革
に
関
す
る
調
査
・
研
究

◎
中
尾

　文
俊

　
　
　飯
本

　秀
夫

○
小
田

　勝
彦

　
　
　柿
野

　正
喜

　柿
野

　義
直

　
　
　橋
本

　真
助

　大
束

　英
壽

　
　
　吉
竹

　次
男

　中
尾

　昌
廣

広
報
特
別
委
員
会

議
会
報
の
編
集
・
発
行

※
委
員
は
最
終
ペ
ー
ジ
に
記
載

基
地
対
策
特
別
委
員
会

基
地
問
題
に
関
す
る
調
査
・
研
究

◎
橋
本

　真
助

　
　
　中
尾

　昌
廣

○
肥
喜
里
雄
二

　
　
　柿
野

　正
喜

　柿
野

　義
直

　
　
　吉
竹

　次
男

　大
束

　英
壽

産
業
建
設
常
任
委
員
会

次
の
課
の
所
管
に
属
す
る
事
項

観
光
ま
ち
づ
く
り
課
、
農
林
業
振
興

課
、
建
築
課
、
都
市
整
備
課
、
農
業

委
員
会

◎
橋
本

　真
助

　
　
　金
房

　眞
悟

○
田
中

　勝
馬

　
　
　中
尾

　昌
廣

　柿
野

　義
直

12345678910111213141516
議
席

氏

　名

肥
喜
里
雄
二

吉
竹

　次
男

橋
本

　真
助

柿
野

　正
喜

中
山

　茂
樹

小
田

　勝
彦

田
中

　勝
馬

飯
本

　秀
夫

中
尾

　昌
廣

金
房

　眞
悟

浦
山

　公
明

大
束

　英
壽

上
田

　重
光

中
尾

　文
俊

柿
野

　義
直

熊
谷
み
え
子

1122333444566767
期
数
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肥
喜
里
雄
二

吉
竹

　次
男

橋
本

　真
助

柿
野

　正
喜

中
山

　茂
樹

小
田

　勝
彦

田
中

　勝
馬

飯
本

　秀
夫

中
尾

　昌
廣

金
房

　眞
悟

浦
山

　公
明

大
束

　英
壽

上
田

　重
光

中
尾

　文
俊

柿
野

　義
直

承認

同意

同意

継続審査

可決

みやこ町教育委員会委員の任命について
（大浦進氏を任命）

京都郡公平委員会委員の選任について
（柏木主税氏を選任）

民生委員の活動費に関する改善を望む意見書（案）
について

教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度
拡充に係る意見書（案）について

専決処分の承認を求めることについて
（平成29年度みやこ町住宅新築資金等事業特別
会計補正予算（第1号））

議決結果
議案名

議員名

議長は、採決に加わらない。○は賛成、●は反対、欠は欠席。

○

○

○

○

欠

欠

欠

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

平成29年第4回定例会議案議決結果及び議員別賛否一覧表
平成29年第4回定例会を6月7日から6月23日までの17日間にわたり開催しましたので、その議決結果について報告します。

○

○

○

○

肥
喜
里
雄
二

吉
竹

　次
男

橋
本

　真
助

柿
野

　正
喜

中
山

　茂
樹

小
田

　勝
彦

田
中

　勝
馬

飯
本

　秀
夫

金
房

　眞
悟

浦
山

　公
明

柿
野

　義
直

上
田

　重
光

熊
谷
み
え
子

中
尾

　文
俊

中
尾

　昌
廣

承認

承認

承認

専決処分の承認を求めることについて
（みやこ町税条例の一部を改正する条例の制定
について）

専決処分の承認を求めることについて
（みやこ町国民健康保険税条例の一部を改正する
条例の制定について）

専決処分の承認を求めることについて
（みやこ町工場設置奨励条例の一部を改正する
条例の制定について）

議決結果
議案名

議員名

議長は、採決に加わらない。○は賛成、●は反対。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

平成29年第3回臨時会議案議決結果及び議員別賛否一覧表
平成29年第3回臨時会を5月10日に開催しましたので、その議決結果について報告します。

○

○

○

民
生
委
員
の
活
動
費
に
関
す
る
改
善
を
望
む

意
見
書
（
案
）
を
継
続
審
査

　
民
生
委
員
の
活
動
費
を
引
き
上
げ
る
た

め
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
求
め
る
も
の
で

す
が
、
審
議
し
た
結
果
、
民
生
委
員
の
重

要
性
は
認
識
し
て
い
る
が
、
も
う
少
し
審

議
す
べ
き
と
の
こ
と
で
継
続
審
査
と
す
る

こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

教
職
員
定
数
の
改
善
及
び
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
拡
充
に
係
る
意
見
書

　
学
校
現
場
に
お
け
る
課
題
が
複
雑
化
・

困
難
化
す
る
中
で
子
ど
も
た
ち
の
ゆ
た
か

な
学
び
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
教
材
研

究
や
授
業
準
備
の
時
間
を
十
分
に
確
保
す

る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　
ま
た
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
に

つ
い
て
は
、「
三
位
一
体
改
革
」
の
中
で

国
庫
負
担
率
が
２
分
の
１
か
ら
３
分
の
１

に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
国
の
施
策
と

し
て
財
源
保
障
を
し
、
子
ど
も
た
ち
が
全

国
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、
一
定
水
準
の

教
育
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
い
て
は
、

次
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
要
請
し
ま

す
。

１
　
計
画
的
な
教
職
員
定
数
改
善
を
推
進

　
　
す
る
こ
と
。

２
　
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向

　
　
上
を
は
か
る
た
め
、
義
務
教
育
費
国

　
　
庫
負
担
制
度
の
負
担
割
合
を
２
分
の

　
　
１
に
復
元
す
る
こ
と
。

国
に
一
言
も
の
申
す
！

  

１
件
の
意
見
書
を
提
出
！

国
に
一
言
も
の
申
す
！

  

１
件
の
意
見
書
を
提
出
！

国
に
一
言
も
の
申
す
！

  

１
件
の
意
見
書
を
提
出
！

議会の活動を報告します！議会の活動を報告します！議会の活動を報告します！
　
近
年
、
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
の

発
生
、
７
月
に
は
福
岡
県
、
大
分
県
を
襲
っ

た
水
害
等
、
全
国
各
地
で
こ
れ
ま
で
に
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
大
き
な
災
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
地
震
や

風
水
害
等
に
対
す
る
日
頃
か
ら
の
備
え
が

益
々
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
現
状
の
中
、
５
月
28
日
に
行

わ
れ
た
福
岡
県
と
吉
富
町
、
豊
前
市
、
上

毛
町
、
築
上
町
、
み
や
こ
町
主
催
に
よ
る

平
成
29
年
度
福
岡
県
総
合
防
災
訓
練
に
総

務
常
任
委
員
会
委
員
が

出
席
し
ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
、
防
災

関
係
機
関
の
災
害
時
の

連
携
強
化
、
防
災
意
識

の
普
及
啓
発
な
ど
を
目

的
と
し
て
、
県
や
市
町

村
の
他
、
消
防
、
警
察
、

自
衛
隊
医
療
機
関
等
、

約
１
０
０
の
機
関
が
参

加
し
て
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。

　
参
加
者
は
、
熱
い
日
差
し
の
下
、
陸
上

自
衛
隊
の
ヘ
リ
の
発
着
訓
練
や
水
陸
両
用

車
を
用
い
た
孤
立
集
落
か
ら
の
避
難
訓
練
、

倒
壊
家
屋
に
お
け
る
捜
索
・
救
出
訓
練
の

他
、
地
元
消
防
団
に
よ
る
各
種
水
防
工
法

訓
練
等
に
つ
い
て
、
熱
心
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

　
災
害
が
発
生
し
な
い
こ
と
を
誰
も
が

願
っ
て
い
ま
す
が
、
有
事
の
際
に
は
、
今

回
の
訓
練
が
き
っ
と
役
立
つ
も
の
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

福岡県総合防災訓練の様子

５
月
28
日

総
務
常
任
委
員
会

　
福
岡
県
総
合
防
災
訓
練
に
出
席
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肥
喜
里
雄
二

吉
竹

　次
男

橋
本

　真
助

柿
野

　正
喜

中
山

　茂
樹

小
田

　勝
彦

田
中

　勝
馬

飯
本

　秀
夫

中
尾

　昌
廣

金
房

　眞
悟

浦
山

　公
明

大
束

　英
壽

上
田

　重
光

中
尾

　文
俊

柿
野

　義
直

承認

同意

同意

継続審査

可決

みやこ町教育委員会委員の任命について
（大浦進氏を任命）

京都郡公平委員会委員の選任について
（柏木主税氏を選任）

民生委員の活動費に関する改善を望む意見書（案）
について

教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度
拡充に係る意見書（案）について

専決処分の承認を求めることについて
（平成29年度みやこ町住宅新築資金等事業特別
会計補正予算（第1号））

議決結果
議案名

議員名

議長は、採決に加わらない。○は賛成、●は反対、欠は欠席。

○

○

○

○

欠

欠

欠

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

平成29年第4回定例会議案議決結果及び議員別賛否一覧表
平成29年第4回定例会を6月7日から6月23日までの17日間にわたり開催しましたので、その議決結果について報告します。

○

○

○

○

肥
喜
里
雄
二

吉
竹

　次
男

橋
本

　真
助

柿
野

　正
喜

中
山

　茂
樹

小
田

　勝
彦

田
中

　勝
馬

飯
本

　秀
夫

金
房

　眞
悟

浦
山

　公
明

柿
野

　義
直

上
田

　重
光

熊
谷
み
え
子

中
尾

　文
俊

中
尾

　昌
廣

承認

承認

承認

専決処分の承認を求めることについて
（みやこ町税条例の一部を改正する条例の制定
について）

専決処分の承認を求めることについて
（みやこ町国民健康保険税条例の一部を改正する
条例の制定について）

専決処分の承認を求めることについて
（みやこ町工場設置奨励条例の一部を改正する
条例の制定について）

議決結果
議案名

議員名

議長は、採決に加わらない。○は賛成、●は反対。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

平成29年第3回臨時会議案議決結果及び議員別賛否一覧表
平成29年第3回臨時会を5月10日に開催しましたので、その議決結果について報告します。

○

○

○

民
生
委
員
の
活
動
費
に
関
す
る
改
善
を
望
む

意
見
書
（
案
）
を
継
続
審
査

　
民
生
委
員
の
活
動
費
を
引
き
上
げ
る
た

め
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
求
め
る
も
の
で

す
が
、
審
議
し
た
結
果
、
民
生
委
員
の
重

要
性
は
認
識
し
て
い
る
が
、
も
う
少
し
審

議
す
べ
き
と
の
こ
と
で
継
続
審
査
と
す
る

こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

教
職
員
定
数
の
改
善
及
び
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
拡
充
に
係
る
意
見
書

　
学
校
現
場
に
お
け
る
課
題
が
複
雑
化
・

困
難
化
す
る
中
で
子
ど
も
た
ち
の
ゆ
た
か

な
学
び
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
教
材
研

究
や
授
業
準
備
の
時
間
を
十
分
に
確
保
す

る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　
ま
た
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
に

つ
い
て
は
、「
三
位
一
体
改
革
」
の
中
で

国
庫
負
担
率
が
２
分
の
１
か
ら
３
分
の
１

に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
国
の
施
策
と

し
て
財
源
保
障
を
し
、
子
ど
も
た
ち
が
全

国
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、
一
定
水
準
の

教
育
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
い
て
は
、

次
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
要
請
し
ま

す
。

１
　
計
画
的
な
教
職
員
定
数
改
善
を
推
進

　
　
す
る
こ
と
。

２
　
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向

　
　
上
を
は
か
る
た
め
、
義
務
教
育
費
国

　
　
庫
負
担
制
度
の
負
担
割
合
を
２
分
の

　
　
１
に
復
元
す
る
こ
と
。

国
に
一
言
も
の
申
す
！

  

１
件
の
意
見
書
を
提
出
！

国
に
一
言
も
の
申
す
！

  

１
件
の
意
見
書
を
提
出
！

国
に
一
言
も
の
申
す
！

  

１
件
の
意
見
書
を
提
出
！

議会の活動を報告します！議会の活動を報告します！議会の活動を報告します！
　
近
年
、
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
の

発
生
、
７
月
に
は
福
岡
県
、
大
分
県
を
襲
っ

た
水
害
等
、
全
国
各
地
で
こ
れ
ま
で
に
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
大
き
な
災
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
地
震
や

風
水
害
等
に
対
す
る
日
頃
か
ら
の
備
え
が

益
々
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
現
状
の
中
、
５
月
28
日
に
行

わ
れ
た
福
岡
県
と
吉
富
町
、
豊
前
市
、
上

毛
町
、
築
上
町
、
み
や
こ
町
主
催
に
よ
る

平
成
29
年
度
福
岡
県
総
合
防
災
訓
練
に
総

務
常
任
委
員
会
委
員
が

出
席
し
ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
、
防
災

関
係
機
関
の
災
害
時
の

連
携
強
化
、
防
災
意
識

の
普
及
啓
発
な
ど
を
目

的
と
し
て
、
県
や
市
町

村
の
他
、
消
防
、
警
察
、

自
衛
隊
医
療
機
関
等
、

約
１
０
０
の
機
関
が
参

加
し
て
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。

　
参
加
者
は
、
熱
い
日
差
し
の
下
、
陸
上

自
衛
隊
の
ヘ
リ
の
発
着
訓
練
や
水
陸
両
用

車
を
用
い
た
孤
立
集
落
か
ら
の
避
難
訓
練
、

倒
壊
家
屋
に
お
け
る
捜
索
・
救
出
訓
練
の

他
、
地
元
消
防
団
に
よ
る
各
種
水
防
工
法

訓
練
等
に
つ
い
て
、
熱
心
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

　
災
害
が
発
生
し
な
い
こ
と
を
誰
も
が

願
っ
て
い
ま
す
が
、
有
事
の
際
に
は
、
今

回
の
訓
練
が
き
っ
と
役
立
つ
も
の
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

福岡県総合防災訓練の様子

５
月
28
日

総
務
常
任
委
員
会

　
福
岡
県
総
合
防
災
訓
練
に
出
席
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平
成
29
年
度
末
の
完
成
に
向
け
て
工

事
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
る
、
県
営

伊
良
原
ダ
ム
及
び
周
辺
施
設
の
進
捗
状

況
等
に
つ
い
て
、
議
員
全
員
に
よ
る
現

地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
県
営
伊
良
原
ダ
ム
は
、
昭
和
36
年
度

よ
り
予
備
調
査
を
開
始
し
、
今
年
度
末

に
完
成
予
定
で
す
。
総
事
業
費
は
７
５

８
億
円
で
完
成
す
れ
ば
県
下
で
２
番
目

に
大
き
な
ダ
ム
と
な
り
ま
す
。

　
県
営
伊
良
原
ダ
ム
の
役
割
は
、

①
洪
水
を
調
節

②
水
道
水
の
供
給

③
川
の
水
量
の
安
定
化

で
あ
り
、い
ず
れ
も
重
要
な
事
項
で
す
。

　
今
回
の
視
察
で
参
加
者
か
ら
は
、
ダ

ム
事
務
所
の
方
と
意
見
交
換
や
質
疑
を

交
わ
す
な
ど
大
変
有
意
義
な
視
察
と
な

り
ま
し
た
。

　
地
域
周
辺
整
備
の
森
林
公
園
整
備
事

業
が
少
し
遅
れ
て
い
る
状
況
で
し
た

が
、
つ
つ
が
な
く
完
成
し
、
ダ
ム
完
成

記
念
イ
ベ
ン
ト
が
盛
大
に
出
来
ま
す
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
行
っ
て
い
る
学
校
訪
問
を
今
年

は
、
犀
川
中
学
校
、
上
高
屋
小
学
校
、

柳
瀬
小
学
校
、
城
井
小
学
校
の
４
学
校

で
行
い
ま
し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま

す
。

　
今
回
は
、
み
や
こ
町
総
合
計
画
に
お

け
る
施
策
で
あ
る
「
子
ど
も
の
教
育
環

境
を
充
実
さ
せ
る
」
に
視
点
を
置
き
行

い
ま
し
た
。

　
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環

境
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
は
、
本
町
に

と
っ
て
重
要
な
課
題
で
す
。
そ
の
た
め

の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
か
、
特

に
次
の
４
項
目
に
対
し
て
確
認
し
ま
し

た
。

①
基
礎
学
力
向
上
に
向
け
た
教
育
の
充

実
に
つ
い
て
は
、
全
国
学
力
調
査
で

は
小
学
校
は
全
国
平
均
を
上
回
っ
て

お
り
、
中
学
校
は
全
国
平
均
を
下

回
っ
て
い
る
が
改
善
の
傾
向
に
あ

る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
継
続
的
に
取

り
組
ん
で
き
た
少
人
数
学
級
の
実
施
、

複
式
学
級
補
助
、
教
科
指
導
の
強
化
、

教
師
の
実
践
力
強
化
講
座
、
若
年
教

員
に
対
す
る
指
導
及
び
研
修
等
が
行

わ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
結
実
し

て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

②
心
の
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
あ

い
さ
つ
運
動
、
た
て
わ
り
班
活
動
、

道
徳
学
習
、
い
じ
め
の
早
期
発
見
・

早
期
対
応
、
教
育
相
談
、
美
し
い
学

校
づ
く
り
等
が
行
わ
れ
て
お
り
、
児

童
・
生
徒
の
不
登
校
防
止
効
果
も
考

え
ら
れ
、
更
に
継
続
的
に
行
う
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

③
特
別
支
援
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
を
含
む
す
べ

て
の
子
ど
も
に
対
し
て
、
子
ど
も
一

人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た

適
切
な
対
応
が
な
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
し
た
。

　
　
今
後
、更
に
多
様
化
す
る
教
育
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
に
は
、
一
体
的
な

学
校
生
活
が
お
く
れ
る
よ
う
に
、
町

と
し
て
も
更
な
る
支
援
が
必
要
で
あ

る
と
思
い
ま
し
た
。

④
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
各
学
校
、
教
育
目
標
を
掲

げ
い
ろ
ん
な
事
業
を
行
っ
て
お
り
、

毎
月
の
校
長
会
で
は
情
報
交
換
を
行

う
等
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

様
子
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　
　
ま
た
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
導
入
、
活
気

あ
る
英
語
教
室
等
、
学
校
教
育
の
充

実
ぶ
り
が
伺
え
ま
し
た
。

　
以
上
、
簡
単
な
報
告
で
す
が
、
学
校

現
場
で
は
、
校
長
先
生
を
は
じ
め
多
く

の
教
職
員
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
よ
り

児
童
・
生
徒
の
教
育
に
努
め
て
い
る
様

子
が
短
い
時
間
で
し
た
が
伺
い
取
れ
ま

し
た
。

　
今
後
も
、
ご
自
愛
さ
れ
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
訪
問
の
準
備
、
時
間

の
調
整
等
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

上高屋小学校

県営伊良原ダム現地視察

上高屋小学校

６
月
26
日

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
犀
川
中
学
校
、上
高
屋
・
柳
瀬
・
城
井
小
学
校
を
訪
問

６
月
21
日

全
員
協
議
会

　
県
営
伊
良
原
ダ
ム
現
地
視
察

５
月
31
日

全
国
町
村
議
会
議
長
・

副
議
長
研
修

【ダムの諸元】
型　　　式：重力式
　　　　　　コンクリートダム
堤　　　高：81.3m
堤　頂　長：295．0m
総貯水容量：2,870万㎥
有効貯水量：2,750万㎥

犀川中学校

柳瀬小学校

城井小学校

　「
大
震
災
に
お
け
る
自
治
体
と
議

会
の
使
命
」
と
の
題
目
で
基
調
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
講
演
の
中
で
、「
議
会
の
使
命
」

と
し
て
、
日
ご
ろ
か
ら
議
会
と
し

て
行
動
し
、
多
様
な
市
民
を
含
め

た
議
論
、
国
県
と
の
折
衝
、
提
言

等
が
出
来
る
活
動
を
進
め
る
。
と

の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
災
害
は
時
に
私
た
ち
の
予
想
を

超
え
た
も
の
と
な
り
ま
す
。
常
日

頃
か
ら
議
会
、
議
員
の
役
割
に
つ

い
て
考
え
、
事
前
の
準
備
を
怠
ら

な
い
こ
と
の
重
要
性
を
痛
感
さ
せ

ら
れ
る
研
修
で
し
た
。

中野サンプラザホールにて
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平
成
29
年
度
末
の
完
成
に
向
け
て
工

事
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
る
、
県
営

伊
良
原
ダ
ム
及
び
周
辺
施
設
の
進
捗
状

況
等
に
つ
い
て
、
議
員
全
員
に
よ
る
現

地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
県
営
伊
良
原
ダ
ム
は
、
昭
和
36
年
度

よ
り
予
備
調
査
を
開
始
し
、
今
年
度
末

に
完
成
予
定
で
す
。
総
事
業
費
は
７
５

８
億
円
で
完
成
す
れ
ば
県
下
で
２
番
目

に
大
き
な
ダ
ム
と
な
り
ま
す
。

　
県
営
伊
良
原
ダ
ム
の
役
割
は
、

①
洪
水
を
調
節

②
水
道
水
の
供
給

③
川
の
水
量
の
安
定
化

で
あ
り
、い
ず
れ
も
重
要
な
事
項
で
す
。

　
今
回
の
視
察
で
参
加
者
か
ら
は
、
ダ

ム
事
務
所
の
方
と
意
見
交
換
や
質
疑
を

交
わ
す
な
ど
大
変
有
意
義
な
視
察
と
な

り
ま
し
た
。

　
地
域
周
辺
整
備
の
森
林
公
園
整
備
事

業
が
少
し
遅
れ
て
い
る
状
況
で
し
た

が
、
つ
つ
が
な
く
完
成
し
、
ダ
ム
完
成

記
念
イ
ベ
ン
ト
が
盛
大
に
出
来
ま
す
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
行
っ
て
い
る
学
校
訪
問
を
今
年

は
、
犀
川
中
学
校
、
上
高
屋
小
学
校
、

柳
瀬
小
学
校
、
城
井
小
学
校
の
４
学
校

で
行
い
ま
し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま

す
。

　
今
回
は
、
み
や
こ
町
総
合
計
画
に
お

け
る
施
策
で
あ
る
「
子
ど
も
の
教
育
環

境
を
充
実
さ
せ
る
」
に
視
点
を
置
き
行

い
ま
し
た
。

　
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環

境
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
は
、
本
町
に

と
っ
て
重
要
な
課
題
で
す
。
そ
の
た
め

の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
か
、
特

に
次
の
４
項
目
に
対
し
て
確
認
し
ま
し

た
。

①
基
礎
学
力
向
上
に
向
け
た
教
育
の
充

実
に
つ
い
て
は
、
全
国
学
力
調
査
で

は
小
学
校
は
全
国
平
均
を
上
回
っ
て

お
り
、
中
学
校
は
全
国
平
均
を
下

回
っ
て
い
る
が
改
善
の
傾
向
に
あ

る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
継
続
的
に
取

り
組
ん
で
き
た
少
人
数
学
級
の
実
施
、

複
式
学
級
補
助
、
教
科
指
導
の
強
化
、

教
師
の
実
践
力
強
化
講
座
、
若
年
教

員
に
対
す
る
指
導
及
び
研
修
等
が
行

わ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
結
実
し

て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

②
心
の
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
あ

い
さ
つ
運
動
、
た
て
わ
り
班
活
動
、

道
徳
学
習
、
い
じ
め
の
早
期
発
見
・

早
期
対
応
、
教
育
相
談
、
美
し
い
学

校
づ
く
り
等
が
行
わ
れ
て
お
り
、
児

童
・
生
徒
の
不
登
校
防
止
効
果
も
考

え
ら
れ
、
更
に
継
続
的
に
行
う
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

③
特
別
支
援
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
を
含
む
す
べ

て
の
子
ど
も
に
対
し
て
、
子
ど
も
一

人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た

適
切
な
対
応
が
な
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
し
た
。

　
　
今
後
、更
に
多
様
化
す
る
教
育
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
に
は
、
一
体
的
な

学
校
生
活
が
お
く
れ
る
よ
う
に
、
町

と
し
て
も
更
な
る
支
援
が
必
要
で
あ

る
と
思
い
ま
し
た
。

④
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
各
学
校
、
教
育
目
標
を
掲

げ
い
ろ
ん
な
事
業
を
行
っ
て
お
り
、

毎
月
の
校
長
会
で
は
情
報
交
換
を
行

う
等
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

様
子
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　
　
ま
た
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
導
入
、
活
気

あ
る
英
語
教
室
等
、
学
校
教
育
の
充

実
ぶ
り
が
伺
え
ま
し
た
。

　
以
上
、
簡
単
な
報
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す
が
、
学
校
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は
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じ
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職
員
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児
童
・
生
徒
の
教
育
に
努
め
て
い
る
様

子
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短
い
時
間
で
し
た
が
伺
い
取
れ
ま

し
た
。
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も
、
ご
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れ
頑
張
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く

だ
さ
い
。
ま
た
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訪
問
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準
備
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時
間

の
調
整
等
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
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６
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城
井
小
学
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問

６
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県
営
伊
良
原
ダ
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５
月
31
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長
・

副
議
長
研
修
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を
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、
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折
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言

等
が
出
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る
活
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進
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。
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が
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り
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。
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は
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に
私
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ち
の
予
想
を
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も
の
と
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ま
す
。
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日
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、
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の
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事
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新たに整備された本庁の防災無線室
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　災
害
発
生
時
は
、
初
期
作

業
と
相
互
の
安
全
確
認
、
並
び

に
避
難
場
所
へ
の
誘
導
を
第
一

に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

そ
れ
を
実
践
す
る
自
主
防
災
組

織
の
設
置
状
況
を
伺
う
。

　
　
福
岡
県
の
組
織
率
92
％
に

対
し
み
や
こ
町
は
30
％
弱
と
大

変
低
い
が
共
助
や
避
難
に
あ

た
っ
て
、
自
主
防
災
組
織
は
必

要
不
可
欠
と
考
え
て
い
る
の
で
、

今
後
も
推
進
し
て
行
く
。

　
　組
織
の
編
成
を
集
落
の
枠

組
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、
防
災
機

能
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
地
域

消
防
組
織
の
範
囲
が
最
良
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

　
　
災
害
時
に
共
助
等
が
、
速

や
か
に
実
践
で
き
る
具
体
的
戸

数
は
把
握
し
て
な
い
が
、
地
域

消
防
は
64
組
織
あ
る
。

　
　危
険
箇
所
の
把
握
と
対
処

策
、
或
い
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

確
保
は
、
出
来
て
い
る
か
を
伺

う
。

　
　
危
険
地
域
の
周
知
を
図
る

た
め
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
配

布
す
る
と
共
に
対
象
地
域
と
協

議
を
重
ね
て
い
る
。

　
ま
た
、
水
害
対
策
と
し
て
土

の
う
等
の
準
備
は
行
っ
て
い
る

が
、
食
料
等
の
備
蓄
は
、
今
後

検
討
す
る
。

基
地
周
辺
の
騒
音
対
策
は

　
　騒
音
の
対
策
と
し
て
、
基

地
周
辺
の
防
音
工
事
等
を
行
っ

て
い
る
が
、
同
一
集
落
に
於
い

て
も
、
防
衛
省
は
一
定
の
線
引

き
を
行
い
、
そ
の
対
応
に
不
公

平
感
を
拭
え
な
い
が
、
町
の
対

策
は
。

　
　
同
一
集
落
で
も
防
音
対
象

区
域
の
区
分
レ
ベ
ル
に
違
い
が

あ
り
、
不
公
平
で
は
な
い
か
と

の
声
が
あ
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
の
で
、

区
域
拡
大
や
建
築
年

に
よ
る
制
限
の
緩
和

な
ど
国
に
対
し
て
積

極
的
に
要
望
を
続
け
、

不
公
平
感
の
解
消
に

努
め
た
い
。

農
業
問
題
に
つ
い
て

　
　補
助
事
業
等
の

情
報
が
必
要
。

　
　
今
後
は
、
認
定

農
業
者
を
対
象
に
勉

強
会
や
情
報
の
交
換

を
広
く
行
う
。

　
　来
年
度
か
ら
、

農
業
政
策
が
大
き
く
変
わ
る
が
、

町
の
取
組
方
針
を
伺
う
。

　
　
基
本
的
に
転
作
は
、
土
地

利
用
型
作
物
を
推
進
す
る
が
、

あ
る
程
度
行
政
に
委
ね
ら
れ
て

い
る
「
産
地
づ
く
り
」
の
部
分

を
関
係
機
関
と
協
議
決
定
す
る
。
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築城基地観桜会

広報特別委員会

全員協議会

4月  4日（火）

4月  6日（木）

4月  7日（金）

みやこ町さわやかマラソン大会・
京都郡ロードレース大会

町立小学校入学式

町立中学校入学式

行橋京都地区戦没者合同慰霊祭、第6回たけのこ祭り

広報特別委員会

みやこ町イベント運営委員会

京築北九州東部振興会議理事会、広報特別委員会

犀川福寿会総会

京都郡町議会議長・議会事務局長会

吉田学軒顕彰碑献花式

郡長正公墓前法要（147回忌）

みやこ町女性学級合同開級式

みやこ町民生委員児童委員協議会総会

航空自衛隊築城基地協賛会役員会

京築北九州東部振興会議総会

みやこ町高齢者大学合同開校式

みやこ町シルバー人材センター定時総会

みやこ伊良原学園運動会

町立中学校春季体育大会

行橋京都地区防犯協会総会

筑豊横断道路建設促進期成会総会

町立小学校春季大運動会、みやこ町文化協会総会

第1回みやこ町社会福祉協議会理事会

福岡県町村議会議長会臨時総会

議会改革調査特別委員会

第12回花しょうぶまつり

福祉車両ユニプレス九州号出発式

第72期本因坊戦第4局前夜祭

第2回社会福祉協議会理事会

町立中学校校内弁論大会

伊良原ダム対策特別委員会

広報特別委員会

福島県小野町議会視察受入、みやこ町認定農業者の会総会

4月10日（月）

4月11日（火）

4月15日（土）

4月17日（月）

4月18日（火）

4月20日（木）

4月21日（金）

4月27日（木）

4月29日（土）

5月  1日（月）

5月11日（木）

5月12日（金）

5月15日（月）

5月16日（火）

5月18日（木）

5月19日（金）

5月20日（土）

5月21日（日）

5月24日（水）

5月26日（金）

5月27日（土）

6月  1日（木）

6月  2日（金）

6月  9日（金）

6月10日（土）

6月13日（火）

6月14日（水）

6月16日（金）

6月17日（土）

6月20日（火）

6月23日（金）

6月28日（水）

第11回みやこ町さわやかマラソン大会・第59回京都郡ロードレース
大会、馬ヶ岳花まつり4月  9日（日）

件　　　　　名月　日

活　動　報　告
4月から6月までの議会及び議長の活動を報告します。

郡長正公墓前法要

町立小学校春季大運動会（柳瀬小学校）

福祉車両ユニプレス九州号出発式

QA

飯 本 秀 夫
議 員

災
害
対
策
は
万
全
か

迅
速
か
つ
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
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に
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が
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。
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に
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や
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や
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に
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て
、
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災
組
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要
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可
欠
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て
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る
の
で
、

今
後
も
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進
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て
行
く
。
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の
編
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を
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落
の
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組
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に
と
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れ
ず
、
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災
機

能
を
重
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る
な
ら
ば
、
地
域

消
防
組
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の
範
囲
が
最
良
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

　
　
災
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時
に
共
助
等
が
、
速

や
か
に
実
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で
き
る
具
体
的
戸

数
は
把
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て
な
い
が
、
地
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消
防
は
64
組
織
あ
る
。

　
　危
険
箇
所
の
把
握
と
対
処

策
、
或
い
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

確
保
は
、
出
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て
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る
か
を
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う
。

　
　
危
険
地
域
の
周
知
を
図
る

た
め
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
配

布
す
る
と
共
に
対
象
地
域
と
協

議
を
重
ね
て
い
る
。

　
ま
た
、
水
害
対
策
と
し
て
土

の
う
等
の
準
備
は
行
っ
て
い
る

が
、
食
料
等
の
備
蓄
は
、
今
後

検
討
す
る
。

基
地
周
辺
の
騒
音
対
策
は

　
　騒
音
の
対
策
と
し
て
、
基

地
周
辺
の
防
音
工
事
等
を
行
っ

て
い
る
が
、
同
一
集
落
に
於
い

て
も
、
防
衛
省
は
一
定
の
線
引

き
を
行
い
、
そ
の
対
応
に
不
公

平
感
を
拭
え
な
い
が
、
町
の
対

策
は
。

　
　
同
一
集
落
で
も
防
音
対
象

区
域
の
区
分
レ
ベ
ル
に
違
い
が

あ
り
、
不
公
平
で
は
な
い
か
と

の
声
が
あ
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
の
で
、

区
域
拡
大
や
建
築
年

に
よ
る
制
限
の
緩
和

な
ど
国
に
対
し
て
積

極
的
に
要
望
を
続
け
、

不
公
平
感
の
解
消
に

努
め
た
い
。

農
業
問
題
に
つ
い
て

　
　補
助
事
業
等
の

情
報
が
必
要
。

　
　
今
後
は
、
認
定

農
業
者
を
対
象
に
勉

強
会
や
情
報
の
交
換

を
広
く
行
う
。

　
　来
年
度
か
ら
、

農
業
政
策
が
大
き
く
変
わ
る
が
、

町
の
取
組
方
針
を
伺
う
。

　
　
基
本
的
に
転
作
は
、
土
地

利
用
型
作
物
を
推
進
す
る
が
、

あ
る
程
度
行
政
に
委
ね
ら
れ
て

い
る
「
産
地
づ
く
り
」
の
部
分

を
関
係
機
関
と
協
議
決
定
す
る
。
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築城基地観桜会

広報特別委員会

全員協議会

4月  4日（火）

4月  6日（木）

4月  7日（金）

みやこ町さわやかマラソン大会・
京都郡ロードレース大会

町立小学校入学式

町立中学校入学式

行橋京都地区戦没者合同慰霊祭、第6回たけのこ祭り

広報特別委員会

みやこ町イベント運営委員会

京築北九州東部振興会議理事会、広報特別委員会

犀川福寿会総会

京都郡町議会議長・議会事務局長会

吉田学軒顕彰碑献花式

郡長正公墓前法要（147回忌）

みやこ町女性学級合同開級式

みやこ町民生委員児童委員協議会総会

航空自衛隊築城基地協賛会役員会

京築北九州東部振興会議総会

みやこ町高齢者大学合同開校式

みやこ町シルバー人材センター定時総会

みやこ伊良原学園運動会

町立中学校春季体育大会

行橋京都地区防犯協会総会

筑豊横断道路建設促進期成会総会

町立小学校春季大運動会、みやこ町文化協会総会

第1回みやこ町社会福祉協議会理事会

福岡県町村議会議長会臨時総会

議会改革調査特別委員会

第12回花しょうぶまつり

福祉車両ユニプレス九州号出発式

第72期本因坊戦第4局前夜祭

第2回社会福祉協議会理事会

町立中学校校内弁論大会

伊良原ダム対策特別委員会

広報特別委員会

福島県小野町議会視察受入、みやこ町認定農業者の会総会

4月10日（月）

4月11日（火）

4月15日（土）

4月17日（月）

4月18日（火）

4月20日（木）

4月21日（金）

4月27日（木）

4月29日（土）

5月  1日（月）

5月11日（木）

5月12日（金）

5月15日（月）

5月16日（火）

5月18日（木）

5月19日（金）

5月20日（土）

5月21日（日）

5月24日（水）

5月26日（金）

5月27日（土）

6月  1日（木）

6月  2日（金）

6月  9日（金）

6月10日（土）

6月13日（火）

6月14日（水）

6月16日（金）

6月17日（土）

6月20日（火）

6月23日（金）

6月28日（水）

第11回みやこ町さわやかマラソン大会・第59回京都郡ロードレース
大会、馬ヶ岳花まつり4月  9日（日）

件　　　　　名月　日

活　動　報　告
4月から6月までの議会及び議長の活動を報告します。

郡長正公墓前法要

町立小学校春季大運動会（柳瀬小学校）

福祉車両ユニプレス九州号出発式

QA

飯 本 秀 夫
議 員

災
害
対
策
は
万
全
か

迅
速
か
つ
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
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AQ
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企業より寄付された福祉車両

勝山図書館の返却ポスト

建設が進む県営伊良原ダム

ダ
ム
本
体
工
事
も
完
成
間
近
と

な
っ
て
い
る
。
以
前
質
問
し
た

問
題
に
つ
い
て
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
問
う
。

　
　
ダ
ム
放
流
水
を
利
用
し
て
、

小
水
力
発
電
所
の
建
設
計
画
に

つ
い
て
問
う
。

　
　
利
水
者
で
あ
る
水
道
企
業

団
の
同
意
が
得
ら
れ
ず
、
小
水

力
発
電
は
不
可
能
と
な
っ
て
い

る
。

　
伊
良
ト
ピ
ア
公
園
内
に
計
画

し
て
い
る
沢
水
を
利
用
し
た
小

水
力
発
電
は
取
り
入
れ
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

　
　
ダ
ム
湖
面
利
用
に
よ
る
マ

リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ
い

て
問
う
。

　
　
県
知
事
か
ら
は
、
地
域
振

興
に
有
効
な
方
策
と
し
た
う
え

で
、
水
質
悪
化
や
水
難
事
故
な

ど
の
留
意
点
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

具
体
的
な
提
案
の
元
に
検
討
す

る
と
い
う
回
答
が
な
さ
れ
て
い

る
。

　
み
や
こ
町
と
し
て
は
、
広
大

な
湖
面
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
観

光
客
誘
致
の
た
め
の
活
用
な
ど

検
討
し
て
い
く
。

　
　
ダ
ム
に
世
界
最
大
級
の
昇

り
龍
「
金
龍
・
銀
龍
」
の
建
造

物
の
建
設
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
ダ
ム
は
、
県
の
所
有
物
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
県
に
対
し
実

施
主
体
と
な
っ
て
設
置
し
て
い

た
だ
く
よ
う
に
、
ダ
ム
事
務
所

を
通
じ
て
要
望
し
て
い
る
。
今

後
も
県
の
動
向
を
注
視
し
て
い

く
。

ダ
ム
建
設
に
伴
う
地
域
周
辺
整

備
事
業
の
公
園
等
の
整
備
状
況

に
つ
い
て

　
　
上
伊
良
原
の
伊
良
ト
ピ
ア

公
園
整
備
事
業
の
進
捗
に
つ
い

て
問
う
。

　
　
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
は
7
月

中
の
完
成
を
目
指
し
建
設
中
。

さ
ら
に
、
外
構
工
事
や
水
車
の

建
設
も
予
定
し
て
い
る
が
、
い

ず
れ
も
、
今
年
度
中
の
完
成
を

目
指
し
て
い
る
。

　
県
が
行
う
親
水
公
園
や
駐
車

場
の
工
事
も
今
年
度
中
の
完
成

を
予
定
し
て
い
る
。

　
下
伊
良
原
の
森
林
公
園
に
つ

い
て
は
現
在
、
周
園
路
の
造
成

工
事
を
行
っ
て
お
り
今
後
、
公

園
内
人
工
林
の
間
伐
、
あ
ず
ま

や
、
展
望
台
等
の
建
設
を
行
い
、

今
年
度
中
の
完
成
を
目
指
し
て

い
る
。

　
公
園
内
の
建
造
物
に
つ
い
て

は
、
地
元
と
調
整
中
で
あ
る
が
、

今
年
度
中
の
完
成
を
目
指
し
て

い
る
。

地
方
創
生
の
任
務
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
に
つ
い
て

　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

動
状
況
と
成
果
、
今
後
の
課
題

に
つ
い
て
問
う
。

　
　
上
伊
良
原
の
協
力
隊
員
は

今
年
1
月
い
っ
ぱ
い
で
、
家
庭

の
事
情
で
離
職
し
た
。
下
伊
良

原
の
協
力
隊
員
は
2
年
目
を
迎

え
て
、
森
林
公
園
事
業
検

討
委
員
会
に
参
加
し
、
地

域
の
方
々
に
対
し
指
導
、

助
言
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
協
力
隊
員
を
委
嘱
す

る
場
合
、
何
を
求
め
る
の

か
活
動
内
容
を
明
確
に
し

て
受
け
入
れ
る
こ
と
が
大

切
で
は
な
い
か
。

　
　
ご
提
案
い
た
だ
き
ま

し
た
よ
う
に
、
今
後
受
入

れ
時
、
研
修
等
を
考
慮
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
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Q 県営伊良原ダムを利用した
地域活性化対策について

　
　
み
や
こ
町
の
公
共
施
設
、

と
り
わ
け
各
図
書
館
の
障
が
い

者
用
駐
車
場
は
不
揃
い
と
思
う

が
設
置
基
準
を
伺
う
。

　
　（
教
育
長
）、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

法
に
基
づ
き
図
書
館
や
博
物
館

等
公
共
施
設
に
は
障
が
い
者
用

駐
車
場
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
る
が
、
町
独
自
の
設
置

基
準
は
設
け
て
な
く
、
国
土
交

通
省
の
省
令
に
よ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
　
勝
山
図
書
館
は
、
サ
ン
グ

レ
ー
ト
裏
駐
車
場
か
ら
会
館
の

中
を
通
り
図
書
館
及
び
返
却
ポ

ス
ト
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
閉
館
時
は
返
却
ポ
ス

ト
が
利
用
で
き
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
。
早
期
に
図
書
館
前
に

障
が
い
者
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を

設
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　（
教
育
長
）、
進
入
路
と
し

て
、
多
目
的
広
場
前
の
バ
リ
カ
ー

（
車
止
め
）
を
常
時
開
け
て
お
く

と
、
一
般
の
車
も
出
入
り
す
る

の
で
、
管
理
面
で
ど
う
か
と
思
っ

て
い
る
。

　
　
標
識
を
つ
け
た
ら
入
ら
な

い
。
や
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

主
人
公
は
誰
か
。

　
　（
教
育
長
）、
も
ち
ろ
ん
主

人
公
は
、
利
用
さ
れ
る
方
で
あ

り
、
閉
館
時
の
図
書
返
却
体
制

を
含
め
検
討
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

企
業
誘
致

　
　
企
業
誘
致
策
と
し
て
条
例

の
整
備
に
よ
り
企
業
誘
致
を
進

め
て
い
る
が
、
結
果
に
及
ん
で

い
な
い
の
が
現
状
で
は
な
い
か
。

企
業
支
援
内
容
に
事
業
者
が
着

目
す
る
よ
う
に
大
胆
に
見
直
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
条
例
の
根
拠
法
で
あ
る
過

疎
地
域
自
立
促
進
措
置
法
の
改

正
に
伴
い
条
例
を
29
年
3
月
31

日
に
改
正
し
た
。
今
後
は
、
企

業
誘
致
が
成
功
を
し
て
い
る
自

治
体
の
例
を
参
考
に
条
例
の
改

正
を
検
討
し
た
い
。

　
　
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
分

か
る
が
、
私
が
申
し
上
げ
た
い

の
は
、
企
業
を
育
て
誘
致
を
す

る
に
は
、
み
や
こ
町
が
投
資
す

る
必
用
が
あ
る
の
で
は
。
現
制

度
の
固
定
資
産
税
の
免
除
期
間

3
年
を
6
年
に
し
た
り
10
年
に

し
た
り
、
そ
れ
で
も
将
来
そ
れ

以
上
の
も
の
が
生
ま
れ
る
と
思

う
が
、
そ
の
辺
の
取
り
組
み
の

考
え
は
な
い
か
。

　
　
先
進
自
治
体
の
成
功
例
も

視
野
に
入
れ
業
者
が
着
目
す
る

よ
う
な
企
業
誘
致
策
を
検
討
し

た
い
。

綾
塚
古
墳
駐
車
場

　
　
勝
山
黒
田
に
位
置
す
る
綾

塚
古
墳
の
駐
車
場
整
備
予
算
、

設
計
委
託
料
１
１
５
万
円
、
用

地
購
入
費
２
０
０
万
円
、
土
地

鑑
定
委
託
料
21
万
6
千
円
が
組

ま
れ
執
行
さ
れ
る
が
そ
の
進
捗

状
況
を
伺
う
。

　
　（
教
育
長
）、
整
備
に
向
け
、

ま
ず
地
元
区
長
さ
ん
に
駐
車
場

を
設
置
す
る
旨
説
明
し
た
。
次

に
場
所
の
選
定
に
つ
い
て
文
化

財
保
護
委
員
会
を
開
き
現
地
を

見
て
意
見
を
聞
く
な
ど
適
地
の

検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
場
所
の
選
定
等
期
限
、
工

程
を
伺
う
。

　
　（
教
育
長
）、
明
確
な
期
限

は
設
け
て
い
な
い
が
年
度
内
に

設
計
ま
で
終
わ
ら
せ
る
。
大
型

バ
ス
が
入
れ
る
こ
と
を
前
提
に
、

面
積
は
５
０
０
㎡
位
を
計
画
し

て
い
る
。

QA
勝
山
図
書
館
に

障
が
い
者
用
駐
車
場
を

返
却
ポ
ス
ト
利
用
を
含
め
検
討

柿 野 正 喜
議 員

田 中 勝 馬
議 員

A 観光客誘致のための活用など
検討していく
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企業より寄付された福祉車両

勝山図書館の返却ポスト

建設が進む県営伊良原ダム

ダ
ム
本
体
工
事
も
完
成
間
近
と

な
っ
て
い
る
。
以
前
質
問
し
た

問
題
に
つ
い
て
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
問
う
。

　
　
ダ
ム
放
流
水
を
利
用
し
て
、

小
水
力
発
電
所
の
建
設
計
画
に

つ
い
て
問
う
。

　
　
利
水
者
で
あ
る
水
道
企
業

団
の
同
意
が
得
ら
れ
ず
、
小
水

力
発
電
は
不
可
能
と
な
っ
て
い

る
。

　
伊
良
ト
ピ
ア
公
園
内
に
計
画

し
て
い
る
沢
水
を
利
用
し
た
小

水
力
発
電
は
取
り
入
れ
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

　
　
ダ
ム
湖
面
利
用
に
よ
る
マ

リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ
い

て
問
う
。

　
　
県
知
事
か
ら
は
、
地
域
振

興
に
有
効
な
方
策
と
し
た
う
え

で
、
水
質
悪
化
や
水
難
事
故
な

ど
の
留
意
点
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

具
体
的
な
提
案
の
元
に
検
討
す

る
と
い
う
回
答
が
な
さ
れ
て
い

る
。

　
み
や
こ
町
と
し
て
は
、
広
大

な
湖
面
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
観

光
客
誘
致
の
た
め
の
活
用
な
ど

検
討
し
て
い
く
。

　
　
ダ
ム
に
世
界
最
大
級
の
昇

り
龍
「
金
龍
・
銀
龍
」
の
建
造

物
の
建
設
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
ダ
ム
は
、
県
の
所
有
物
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
県
に
対
し
実

施
主
体
と
な
っ
て
設
置
し
て
い

た
だ
く
よ
う
に
、
ダ
ム
事
務
所

を
通
じ
て
要
望
し
て
い
る
。
今

後
も
県
の
動
向
を
注
視
し
て
い

く
。

ダ
ム
建
設
に
伴
う
地
域
周
辺
整

備
事
業
の
公
園
等
の
整
備
状
況

に
つ
い
て

　
　
上
伊
良
原
の
伊
良
ト
ピ
ア

公
園
整
備
事
業
の
進
捗
に
つ
い

て
問
う
。

　
　
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
は
7
月

中
の
完
成
を
目
指
し
建
設
中
。

さ
ら
に
、
外
構
工
事
や
水
車
の

建
設
も
予
定
し
て
い
る
が
、
い

ず
れ
も
、
今
年
度
中
の
完
成
を

目
指
し
て
い
る
。

　
県
が
行
う
親
水
公
園
や
駐
車

場
の
工
事
も
今
年
度
中
の
完
成

を
予
定
し
て
い
る
。

　
下
伊
良
原
の
森
林
公
園
に
つ

い
て
は
現
在
、
周
園
路
の
造
成

工
事
を
行
っ
て
お
り
今
後
、
公

園
内
人
工
林
の
間
伐
、
あ
ず
ま

や
、
展
望
台
等
の
建
設
を
行
い
、

今
年
度
中
の
完
成
を
目
指
し
て

い
る
。

　
公
園
内
の
建
造
物
に
つ
い
て

は
、
地
元
と
調
整
中
で
あ
る
が
、

今
年
度
中
の
完
成
を
目
指
し
て

い
る
。

地
方
創
生
の
任
務
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
に
つ
い
て

　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

動
状
況
と
成
果
、
今
後
の
課
題

に
つ
い
て
問
う
。

　
　
上
伊
良
原
の
協
力
隊
員
は

今
年
1
月
い
っ
ぱ
い
で
、
家
庭

の
事
情
で
離
職
し
た
。
下
伊
良

原
の
協
力
隊
員
は
2
年
目
を
迎

え
て
、
森
林
公
園
事
業
検

討
委
員
会
に
参
加
し
、
地

域
の
方
々
に
対
し
指
導
、

助
言
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
協
力
隊
員
を
委
嘱
す

る
場
合
、
何
を
求
め
る
の

か
活
動
内
容
を
明
確
に
し

て
受
け
入
れ
る
こ
と
が
大

切
で
は
な
い
か
。

　
　
ご
提
案
い
た
だ
き
ま

し
た
よ
う
に
、
今
後
受
入

れ
時
、
研
修
等
を
考
慮
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
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Q 県営伊良原ダムを利用した
地域活性化対策について

　
　
み
や
こ
町
の
公
共
施
設
、

と
り
わ
け
各
図
書
館
の
障
が
い

者
用
駐
車
場
は
不
揃
い
と
思
う

が
設
置
基
準
を
伺
う
。

　
　（
教
育
長
）、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

法
に
基
づ
き
図
書
館
や
博
物
館

等
公
共
施
設
に
は
障
が
い
者
用

駐
車
場
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
る
が
、
町
独
自
の
設
置

基
準
は
設
け
て
な
く
、
国
土
交

通
省
の
省
令
に
よ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
　
勝
山
図
書
館
は
、
サ
ン
グ

レ
ー
ト
裏
駐
車
場
か
ら
会
館
の

中
を
通
り
図
書
館
及
び
返
却
ポ

ス
ト
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
閉
館
時
は
返
却
ポ
ス

ト
が
利
用
で
き
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
。
早
期
に
図
書
館
前
に

障
が
い
者
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を

設
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　（
教
育
長
）、
進
入
路
と
し

て
、
多
目
的
広
場
前
の
バ
リ
カ
ー

（
車
止
め
）
を
常
時
開
け
て
お
く

と
、
一
般
の
車
も
出
入
り
す
る

の
で
、
管
理
面
で
ど
う
か
と
思
っ

て
い
る
。

　
　
標
識
を
つ
け
た
ら
入
ら
な

い
。
や
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

主
人
公
は
誰
か
。

　
　（
教
育
長
）、
も
ち
ろ
ん
主

人
公
は
、
利
用
さ
れ
る
方
で
あ

り
、
閉
館
時
の
図
書
返
却
体
制

を
含
め
検
討
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

企
業
誘
致

　
　
企
業
誘
致
策
と
し
て
条
例

の
整
備
に
よ
り
企
業
誘
致
を
進

め
て
い
る
が
、
結
果
に
及
ん
で

い
な
い
の
が
現
状
で
は
な
い
か
。

企
業
支
援
内
容
に
事
業
者
が
着

目
す
る
よ
う
に
大
胆
に
見
直
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
条
例
の
根
拠
法
で
あ
る
過

疎
地
域
自
立
促
進
措
置
法
の
改

正
に
伴
い
条
例
を
29
年
3
月
31

日
に
改
正
し
た
。
今
後
は
、
企

業
誘
致
が
成
功
を
し
て
い
る
自

治
体
の
例
を
参
考
に
条
例
の
改

正
を
検
討
し
た
い
。

　
　
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
分

か
る
が
、
私
が
申
し
上
げ
た
い

の
は
、
企
業
を
育
て
誘
致
を
す

る
に
は
、
み
や
こ
町
が
投
資
す

る
必
用
が
あ
る
の
で
は
。
現
制

度
の
固
定
資
産
税
の
免
除
期
間

3
年
を
6
年
に
し
た
り
10
年
に

し
た
り
、
そ
れ
で
も
将
来
そ
れ

以
上
の
も
の
が
生
ま
れ
る
と
思

う
が
、
そ
の
辺
の
取
り
組
み
の

考
え
は
な
い
か
。

　
　
先
進
自
治
体
の
成
功
例
も

視
野
に
入
れ
業
者
が
着
目
す
る

よ
う
な
企
業
誘
致
策
を
検
討
し

た
い
。

綾
塚
古
墳
駐
車
場

　
　
勝
山
黒
田
に
位
置
す
る
綾

塚
古
墳
の
駐
車
場
整
備
予
算
、

設
計
委
託
料
１
１
５
万
円
、
用

地
購
入
費
２
０
０
万
円
、
土
地

鑑
定
委
託
料
21
万
6
千
円
が
組

ま
れ
執
行
さ
れ
る
が
そ
の
進
捗

状
況
を
伺
う
。

　
　（
教
育
長
）、
整
備
に
向
け
、

ま
ず
地
元
区
長
さ
ん
に
駐
車
場

を
設
置
す
る
旨
説
明
し
た
。
次

に
場
所
の
選
定
に
つ
い
て
文
化

財
保
護
委
員
会
を
開
き
現
地
を

見
て
意
見
を
聞
く
な
ど
適
地
の

検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
場
所
の
選
定
等
期
限
、
工

程
を
伺
う
。

　
　（
教
育
長
）、
明
確
な
期
限

は
設
け
て
い
な
い
が
年
度
内
に

設
計
ま
で
終
わ
ら
せ
る
。
大
型

バ
ス
が
入
れ
る
こ
と
を
前
提
に
、

面
積
は
５
０
０
㎡
位
を
計
画
し

て
い
る
。

QA
勝
山
図
書
館
に

障
が
い
者
用
駐
車
場
を

返
却
ポ
ス
ト
利
用
を
含
め
検
討

柿 野 正 喜
議 員

田 中 勝 馬
議 員

A 観光客誘致のための活用など
検討していく
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行
政
運
営

　
　
本
庁
方
式
で
の
業
務
を
よ

り
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
の
課

題
は
。

　
ま
た
、
要
望
や
苦
情
は
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

　
　
機
構
改
革
に
伴
う
業
務
の

縮
小
な
ど
で
か
な
り
の
苦
情
が

あ
っ
た
。
住
民
へ
の
周
知
が
行

き
届
い
て
い
な
い
こ
と
が
原
因

で
あ
る
。

　
今
後
は
相
談
員
を
配
置
し
、

詳
し
く
説
明
す
る
な
ど
し
て
理

解
を
得
る
。

　
　
今
後
、
災
害
時
な
ど
の
場

合
、
豊
津
・
犀
川
支
所
の
体
制

を
強
化
す
べ
き
で
は
。

　
　
防
災
に
関
し
て
水
防
計
画

を
変
更
し
、
し
っ
か
り
し
た
体

制
を
つ
く
る
。

　
　
豊
津
・
犀
川
支
所
の
維
持

管
理
費
等
の
内
訳
、
使
用
さ
れ

て
い
な
い
部
屋
の
状
況
は
。

　
　
平
成
28
年
度
に
つ
い
て
は
、

犀
川
支
所
１
１
０
８
万
４
１
１

４
円
、
豊
津
支
所
９
２
２
万
１

３
０
５
円
で
あ
る
。
空
き
部
屋

は
そ
れ
ぞ
れ
7
部
屋
あ
る
。
使

用
中
の
部
屋
に
関
し
て
は
、
他

団
体
へ
の
貸
し
出
し
を
し
て
い

る
場
合
も
あ
る
。

　
　
他
団
体
と
は
ど
の
よ
う
な

団
体
か
。
使
用
料
等
の
形
態
は
。

　
　
土
地
改
良
区
、
郷
土
史
会
、

豊
津
寺
子
屋
で
あ
る
。
使
用
に

つ
い
て
は
、
み
や
こ
町
財
務
規

則
２
０
６
条
の
規
定
に
基
づ
い

て
許
可
し
て
お
り
、
使
用
料
に

つ
い
て
は
、
免
除
で
あ
る
。
電

気
代
等
に
つ
い
て
は
、
支
払
い

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

　
　
維
持
管
理
費
等
の
面
か
ら

も
今
後
、
他
団
体
や
、
企
業
等

に
貸
し
オ
フ
ィ
ス
や
貸
し
倉
庫

と
し
て
、
仕
組
み
を
作
る
べ
き

で
は
。

　
　
空
き
部
屋
の
利
用
頻
度
を

上
げ
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。
今
後
、
支
所
を
ど
う
し
て

い
く
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
利

用
計
画
を
つ
く
り
、
貸
し
出
し

す
べ
き
と
考
え
る
。

　
　
庁
舎
内
の
衛
生
上
の
課
題

で
、
勝
山
本
庁
で
は
ト
イ
レ
に

手
洗
い
後
に
使
用
す
る
ペ
ー

パ
ー
や
エ
ア
ー
タ
オ
ル
が
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
。
衛
生
管
理

の
点
か
ら
も
対
応
す
べ
き
で
は
。

　
　
公
共
施
設
等
で
エ
ア
ー
タ

オ
ル
等
を
設
置
し
て
い
る
所
は

見
受
け
ら
れ
る
。
今
後
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。
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小
・
中
学
校
の
統
廃
合
が

計
画
ど
お
り
進
め
ば
、
9
年
後

に
は
10
校
程
度
の
学
校
が
廃
校

に
な
る
。
統
合
後
の
跡
地
の
活

用
計
画
が
示
さ
れ
な
い
ま
ま
計

画
が
進
行
し
て
い
る
。
今
後
、

施
設
の
活
用
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
、
施
設
の
現
状
や
将
来
の
在

り
方
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
の
進
捗
状
況
な
ど
も
考
慮

し
、
定
住
促
進
や
企
業
誘
致
に

向
け
た
跡
地
活
用
を
行
う
。

教
育
問
題

　
　
み
や
こ
町
の
小
・
中
学
校

に
お
け
る
、
い
じ
め
・
体
罰
等

の
実
態
及
び
そ
の
対
応
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　
　（
教
育
長
）、
昨
年
度
、
町

内
の
学
校
で
認
知
・
確
認
し
た

い
じ
め
の
件
数
は
、
小
学
校
9

件
、
中
学
校
11
件
の
計
20
件
。

ど
の
子
供
に
も
、
ど
の
学
校
で

も
起
こ
り
得
る
も
の
で
あ
る
と

の
認
識
を
持
ち
、
未
然
防
止
、

早
期
発
見
・
早
期
対
応
に
努
め

て
い
る
。
体
罰
が
発
生
し
た
場

合
は
、
教
委
に
報
告
。
起
こ
っ

た
状
況
と
発
生
後
の
児
童
・
生

徒
及
び
保
護
者
へ
の
適
切
な
対

応
が
な
さ
れ
て
い
る
か
確
認
し
、

臨
時
に
教
育
委
員
会
を
開
催
し
、

対
応
を
協
議
し
て
い
る
。

若
者
定
住
政
策

　
　
結
婚
祝
い
金
、
出
産
祝
い

金
、
住
宅
助
成
金
等
の
町
独
自

の
若
者
定
住
支
援
策
が
町
民
に

十
分
浸
透
し
て
い
な
い
。
ど
の

よ
う
に
情
報
発
信
し
て
き
た
の

か
。
ま
た
、
対
象
要
件
等
の
見

直
し
等
は
検
討
し
て
き
た
の
か
。

　
　
み
や
こ
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
広
報

紙
に
も
掲
載
し
て
い
る
。
そ
れ

ぞ
れ
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
担
当

課
で
対
象
者
に
周
知
し
て
い
る
。

住
宅
助
成
金
は
、
住
宅
取
得
助

成
期
限
を
３
年
間
に
延
長
し
た
。

結
婚
祝
い
金
は
14
日
以
内
の
住

民
基
本
台
帳
登
録
が
困
難
な
状

況
が
見
ら
れ
る
の
で
、
改
善
し

て
い
く
。

高
齢
者
福
祉
政
策

　
　
本
町
は
本
年
4
月
の
住
民

基
本
台
帳
に
よ
る
65
歳
以
上
の

高
齢
化
率
は
、
県
内
第
5
位
で

37.5
％
。

　
自
助
・
共
助
・
公
助
の
役
割

分
担
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

が
必
要
と
考
え
る
。
高
齢

者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
現
状
は
。

　
　
民
生
委
員
、
児
童
委

員
と
の
連
携
は
、
最
低
で

も
月
に
一
度
の
各
地
区
開

催
の
定
例
会
議
に
保
健
福

祉
課
の
係
長
以
上
が
出
席
。

相
談
や
気
に
な
る
情
報
が

あ
っ
た
場
合
は
、
訪
問
や

面
談
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
本
年
度
か
ら
認
知
症

カ
フ
ェ
「
よ
っ
ち
ょ
い
で
！

み
や
こ
」
が
開
設
さ
れ
た

が
、
今
後
の
展
望
は
。

　
　
当
事
者
・
ご
家
族
の
方
々

の
声
を
ど
う
や
っ
て
反
映
さ
せ

て
い
く
か
が
今
後
の
課
題
。
認

知
症
の
方
で
あ
っ
て
も
自
分
の

判
断
で
、
で
き
る
こ
と
を
や
っ

て
い
く
、
一
緒
に
な
っ
て
社
会

参
加
で
き
る
場
と
し
て
機
能
さ

せ
る
こ
と
。
一
般
の
人
が
認
知

症
の
こ
と
を
少
し
で
も
理
解
し

て
も
ら
え
る
場
と
し
て
、
今
後

提
供
し
て
い
き
続
け
ら
れ
る
か

が
課
題
。

QA
小・中
学
校
統
廃
合
後
の

跡
地
活
用
は

定
住
促
進
や
企
業
誘
致
等
に

向
け
た
有
効
活
用
を
図
る

吉 竹 次 男
議 員

橋 本 真 助
議 員

A 相談員を配置する

本庁方式での業務の課題は
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行
政
運
営

　
　
本
庁
方
式
で
の
業
務
を
よ

り
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
の
課

題
は
。

　
ま
た
、
要
望
や
苦
情
は
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

　
　
機
構
改
革
に
伴
う
業
務
の

縮
小
な
ど
で
か
な
り
の
苦
情
が

あ
っ
た
。
住
民
へ
の
周
知
が
行

き
届
い
て
い
な
い
こ
と
が
原
因

で
あ
る
。

　
今
後
は
相
談
員
を
配
置
し
、

詳
し
く
説
明
す
る
な
ど
し
て
理

解
を
得
る
。

　
　
今
後
、
災
害
時
な
ど
の
場

合
、
豊
津
・
犀
川
支
所
の
体
制

を
強
化
す
べ
き
で
は
。

　
　
防
災
に
関
し
て
水
防
計
画

を
変
更
し
、
し
っ
か
り
し
た
体

制
を
つ
く
る
。

　
　
豊
津
・
犀
川
支
所
の
維
持

管
理
費
等
の
内
訳
、
使
用
さ
れ

て
い
な
い
部
屋
の
状
況
は
。

　
　
平
成
28
年
度
に
つ
い
て
は
、

犀
川
支
所
１
１
０
８
万
４
１
１

４
円
、
豊
津
支
所
９
２
２
万
１

３
０
５
円
で
あ
る
。
空
き
部
屋

は
そ
れ
ぞ
れ
7
部
屋
あ
る
。
使

用
中
の
部
屋
に
関
し
て
は
、
他

団
体
へ
の
貸
し
出
し
を
し
て
い

る
場
合
も
あ
る
。

　
　
他
団
体
と
は
ど
の
よ
う
な

団
体
か
。
使
用
料
等
の
形
態
は
。

　
　
土
地
改
良
区
、
郷
土
史
会
、

豊
津
寺
子
屋
で
あ
る
。
使
用
に

つ
い
て
は
、
み
や
こ
町
財
務
規

則
２
０
６
条
の
規
定
に
基
づ
い

て
許
可
し
て
お
り
、
使
用
料
に

つ
い
て
は
、
免
除
で
あ
る
。
電

気
代
等
に
つ
い
て
は
、
支
払
い

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

　
　
維
持
管
理
費
等
の
面
か
ら

も
今
後
、
他
団
体
や
、
企
業
等

に
貸
し
オ
フ
ィ
ス
や
貸
し
倉
庫

と
し
て
、
仕
組
み
を
作
る
べ
き

で
は
。

　
　
空
き
部
屋
の
利
用
頻
度
を

上
げ
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。
今
後
、
支
所
を
ど
う
し
て

い
く
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
利

用
計
画
を
つ
く
り
、
貸
し
出
し

す
べ
き
と
考
え
る
。

　
　
庁
舎
内
の
衛
生
上
の
課
題

で
、
勝
山
本
庁
で
は
ト
イ
レ
に

手
洗
い
後
に
使
用
す
る
ペ
ー

パ
ー
や
エ
ア
ー
タ
オ
ル
が
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
。
衛
生
管
理

の
点
か
ら
も
対
応
す
べ
き
で
は
。

　
　
公
共
施
設
等
で
エ
ア
ー
タ

オ
ル
等
を
設
置
し
て
い
る
所
は

見
受
け
ら
れ
る
。
今
後
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。

みやこ町議会だより　第49号　 1213　みやこ町議会だより　第49号

Q
　
　
小
・
中
学
校
の
統
廃
合
が

計
画
ど
お
り
進
め
ば
、
9
年
後

に
は
10
校
程
度
の
学
校
が
廃
校

に
な
る
。
統
合
後
の
跡
地
の
活

用
計
画
が
示
さ
れ
な
い
ま
ま
計

画
が
進
行
し
て
い
る
。
今
後
、

施
設
の
活
用
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
、
施
設
の
現
状
や
将
来
の
在

り
方
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
の
進
捗
状
況
な
ど
も
考
慮

し
、
定
住
促
進
や
企
業
誘
致
に

向
け
た
跡
地
活
用
を
行
う
。

教
育
問
題

　
　
み
や
こ
町
の
小
・
中
学
校

に
お
け
る
、
い
じ
め
・
体
罰
等

の
実
態
及
び
そ
の
対
応
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　
　（
教
育
長
）、
昨
年
度
、
町

内
の
学
校
で
認
知
・
確
認
し
た

い
じ
め
の
件
数
は
、
小
学
校
9

件
、
中
学
校
11
件
の
計
20
件
。

ど
の
子
供
に
も
、
ど
の
学
校
で

も
起
こ
り
得
る
も
の
で
あ
る
と

の
認
識
を
持
ち
、
未
然
防
止
、

早
期
発
見
・
早
期
対
応
に
努
め

て
い
る
。
体
罰
が
発
生
し
た
場

合
は
、
教
委
に
報
告
。
起
こ
っ

た
状
況
と
発
生
後
の
児
童
・
生

徒
及
び
保
護
者
へ
の
適
切
な
対

応
が
な
さ
れ
て
い
る
か
確
認
し
、

臨
時
に
教
育
委
員
会
を
開
催
し
、

対
応
を
協
議
し
て
い
る
。

若
者
定
住
政
策

　
　
結
婚
祝
い
金
、
出
産
祝
い

金
、
住
宅
助
成
金
等
の
町
独
自

の
若
者
定
住
支
援
策
が
町
民
に

十
分
浸
透
し
て
い
な
い
。
ど
の

よ
う
に
情
報
発
信
し
て
き
た
の

か
。
ま
た
、
対
象
要
件
等
の
見

直
し
等
は
検
討
し
て
き
た
の
か
。

　
　
み
や
こ
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
広
報

紙
に
も
掲
載
し
て
い
る
。
そ
れ

ぞ
れ
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
担
当

課
で
対
象
者
に
周
知
し
て
い
る
。

住
宅
助
成
金
は
、
住
宅
取
得
助

成
期
限
を
３
年
間
に
延
長
し
た
。

結
婚
祝
い
金
は
14
日
以
内
の
住

民
基
本
台
帳
登
録
が
困
難
な
状

況
が
見
ら
れ
る
の
で
、
改
善
し

て
い
く
。

高
齢
者
福
祉
政
策

　
　
本
町
は
本
年
4
月
の
住
民

基
本
台
帳
に
よ
る
65
歳
以
上
の

高
齢
化
率
は
、
県
内
第
5
位
で

37.5
％
。

　
自
助
・
共
助
・
公
助
の
役
割

分
担
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

が
必
要
と
考
え
る
。
高
齢

者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
現
状
は
。

　
　
民
生
委
員
、
児
童
委

員
と
の
連
携
は
、
最
低
で

も
月
に
一
度
の
各
地
区
開

催
の
定
例
会
議
に
保
健
福

祉
課
の
係
長
以
上
が
出
席
。

相
談
や
気
に
な
る
情
報
が

あ
っ
た
場
合
は
、
訪
問
や

面
談
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
本
年
度
か
ら
認
知
症

カ
フ
ェ
「
よ
っ
ち
ょ
い
で
！

み
や
こ
」
が
開
設
さ
れ
た

が
、
今
後
の
展
望
は
。

　
　
当
事
者
・
ご
家
族
の
方
々

の
声
を
ど
う
や
っ
て
反
映
さ
せ

て
い
く
か
が
今
後
の
課
題
。
認

知
症
の
方
で
あ
っ
て
も
自
分
の

判
断
で
、
で
き
る
こ
と
を
や
っ

て
い
く
、
一
緒
に
な
っ
て
社
会

参
加
で
き
る
場
と
し
て
機
能
さ

せ
る
こ
と
。
一
般
の
人
が
認
知

症
の
こ
と
を
少
し
で
も
理
解
し

て
も
ら
え
る
場
と
し
て
、
今
後

提
供
し
て
い
き
続
け
ら
れ
る
か

が
課
題
。

QA
小・中
学
校
統
廃
合
後
の

跡
地
活
用
は

定
住
促
進
や
企
業
誘
致
等
に

向
け
た
有
効
活
用
を
図
る

吉 竹 次 男
議 員

橋 本 真 助
議 員

A 相談員を配置する

本庁方式での業務の課題は
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　学
校
統
廃
合
の
目
的
に
は
、

経
費
削
減
が
1
つ
あ
る
と
思
う
。

学
校
統
廃
合
に
よ
り
、
維
持
管

理
費
は
ど
の
く
ら
い
安
く
な
る

か
。

　
　（
教
育
長
）、
町
内
10
校
あ

る
小
学
校
を
3
校
に
し
た
場
合
、

新
設
さ
れ
た
小
学
校
の
維
持
管

理
費
は
1
校
当
た
り
年
間
約
１

５
０
０
万
円
、
3
校
で
約
４
５

０
０
万
円
と
考
え
て
い
る
。
現

在
、
学
校
管
理
費
と
し
て
、
営

繕
工
事
を
含
め
1
億
２
５
０
０

万
円
ほ
ど
経
費
が
必
要
で
あ
る
。

維
持
管
理
費
は
約
８
０
０
０
万

円
の
減
額
に
な
る
と
見
込
ん
で

い
る
。

　
ま
た
、
教
育
振
興
経
費
に
つ

い
て
は
、
複
式
学
級
対
応
非
常

勤
講
師
の
賃
金
が
約
１
５
０
０

万
円
の
減
額
と
考
え
て
い
る
。

小
学
校
の
経
費
に
つ
い
て
は
、

全
体
で
約
９
５
０
０
万
円
の
経

費
削
減
が
見
込
ま
れ
る
。

　
中
学
校
を
1
校
に
し
た
場
合
、

新
設
中
学
校
の
維
持
管
理
費
は

年
間
約
２
２
０
０
万
円
。
現
在
、

中
学
校
管
理
費
は
、
営
繕
工
事

を
含
め
５
７
０
０
万
円
必
要
で

あ
る
。
維
持
管
理
費
は
約
３
５

０
０
万
円
の
減
額
と
な
る
。

新
し
い
学
校
の
設
計
は

　
　気
に
な
る
の
は
学
校
の
ト

イ
レ
だ
が
、
他
の
学
校
を
視
察

し
良
い
点
が
、
今
後
の
設
計
に

生
か
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　（
教
育
長
）、
新
し
い
校
舎

に
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
的
な

場
所
を
確
保
し
た
い
。
ト
イ
レ

は
大
規
模
改
修
で
は
、
う
ま
く

い
か
な
い
。
新
築
に
よ
り
学
校

を
整
備
す
る
こ
と
は
ト
イ
レ
の

充
実
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と

考
え
て
い
る
。
ト
イ
レ
に
つ
い

て
は
、
こ
だ
わ
っ
て
基
本
設
計

を
し
て
い
る
。
個
室
を
多
く
す

る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

ダ
ム
完
成
後
の
振
興
計
画
は

　
　ダ
ム
完
成
後
の
伊
良
原
地

区
の
振
興
計
画
だ
が
、
伊
良
ト

ピ
ア
公
園
整
備
事
業
、
森
林
公

園
整
備
事
業
等
は
、
順
調
に
進

ん
で
い
る
か
。

　
　
伊
良
ト
ピ
ア
公
園
内
の
レ

ス
ト
ラ
ン
関
連
建
物
は
、
7
月

中
の
完
成
を
目
指
し
現
在
建
設

中
で
あ
る
。

　
ま
た
、
福
岡
県
が
行
う
駐
車

場
、
親
水
護
岸
等
の
工
事
も
今

年
度
内
の
完
成
を
目
指
し
て
い

る
。

　
森
林
公
園
に
つ
い
て
は
、
周

園
路
の
造
成
工
事
を
行
っ
て
お

り
、今
後
公
園
内
に
、あ
ず
ま
や
、

展
望
台
等
の
建
設
を
行
い
、
今

年
度
中
の
完
成
を
目
指
し
て
い

る
。
公
園
内
の
建
造
物
に
つ
い

て
は
、
建
物
の
仕
様
等
に
つ
い

て
地
元
と
調
整
中
で
あ
る
。
町

道
に
つ
い
て
も
年
度
内
完
成
を

目
指
し
て
い
る
。

みやこ町議会だより　第49号　 1415　みやこ町議会だより　第49号

Q 小・中学校統廃合により
維持管理費はどのくらい安くなるか

　
　犀
川
生
立
の
旧
老
人
い
こ

い
の
家
跡
地
は
、
神
幸
祭
の
際

に
は
神
輿
の
休
憩
場
所
と
業
者

の
駐
車
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
る
。
た
だ
、
草
が
伸
び
放
題

で
雨
が
降
る
と
ぬ
か
る
む
が
、

業
者
の
方
は
駐
車
す
る
。
以
前
、

同
質
問
に
「
簡
易
舗
装
を
検
討

す
る
」
と
答
弁
が
あ
っ
た
が
、

今
日
ま
で
な
ん
ら
対
応
が
な
く
、

管
理
が
ず
さ
ん
過
ぎ
る
。
今
後

の
対
応
を
伺
う
。

　
　
老
人
い
こ
い
の
家
跡
地
は
、

初
夏
と
秋
の
年
2
回
草
を
刈
っ

て
い
る
が
、
神
幸
祭
を
念
頭
に

実
施
時
期
に
つ
い
て
検
討
し
た

い
。
ま
た
、
地
元
と
話
し
合
い

土
地
の
有
効
活
用
を
検
討
し
た

い
。　

　ゆ
い
の
郷
の
改
築
で
町
業

務
が
本
庁
に
集
約
さ
れ
、
豊
津
・

犀
川
支
所
で
は
、
住
民
関
係
の

窓
口
業
務
の
み
に
な
っ

た
。
ま
た
、
今
年
度
中
に

は
、
住
民
へ
の
周
知
を
図

り
、
支
所
機
能
を
移
転
す

る
と
な
っ
て
い
る
が
、
移

転
先
は
ど
こ
に
な
る
か
。

併
せ
て
移
転
後
の
庁
舎
の

活
用
、
利
用
は
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

　
　
両
庁
舎
は
、
窓
口
係

の
ほ
か
土
地
改
良
区
や
寺

子
屋
等
の
事
務
所
と
し
て

活
用
し
て
い
る
が
、
維
持

管
理
に
年
間
2
千
万
円
か

か
っ
て
い
る
。
今
年
度
中

に
窓
口
業
務
に
支
障
を
き

た
さ
な
い
よ
う
移
転
先
を

検
討
す
る
。
移
転
後
の
活

用
は
、
住
民
ニ
ー
ズ
や
利
便
性
、

効
果
を
念
頭
に
検
討
す
る
。

　
　旧
今
里
団
地
跡
地
の
宅
地

造
成
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、

若
者
定
住
施
策
と
し
て
実
施
す

べ
き
で
あ
る
。
宅
地
は
何
区
画

に
な
る
か
。
1
区
画
の
面
積
は

い
か
ほ
ど
か
。

　ま
た
、
造
成
地
の
売
り
出
し

時
期
は
何
時
に
な
る
か
。

　
　
宅
地
造
成
の
1
区
画
は
、

平
均
１
０
０
坪
の
区
画
面
積
で

あ
り
、
分
譲
区
画
は
7
区
画
で
、

今
年
度
内
の
完
成
を
目
指
し
て

い
る
。

道
路
整
備
に
つ
い
て

　
　犀
川
末
江
の
変
則
5
差
路

は
見
通
し
が
悪
く
危
険
で
あ
る
。

よ
り
安
全
の
た
め
に
は
、
道
路

に
信
号
の
設
置
が
無
理
な
以
上
、

道
路
の
拡
幅
が
必
要
で
あ
る
。

関
係
地
主
と
協
議
を
進
め
る
べ

き
で
あ
る
。
進
捗
と
今
後
の
対

応
を
伺
う
。

　
　
信
号
機
は
、
変
則
5
差
路

の
た
め
難
し
い
。
地
元
と
協
議

を
重
ね
、
の
り
面
に
張
り
コ
ン

や
反
射
板
の
設
置
で
見
通
し
が

改
善
さ
れ
、
通
行
し
や
す
く
し

た
。

　
ま
た
、
道
路
の
拡
幅
に
つ
い

て
は
、
議
会
終
了
後
、
担
当
課

を
現
地
に
行
か
せ
、
ど
の
よ
う

に
す
る
の
か
検
討
さ
せ
た
い
。

　
　犀
川
・
下
深
野
線
は
、
久

富
地
区
の
途
中
ま
で
完
成
し
て

い
る
が
、
そ
の
後
、
進
ん
で
い

な
い
が
、
犀
川
〜
豊
津
〜
東
九

州
道
に
重
要
な
路
線
で
あ
る
。

現
在
の
進
捗
は
い
か
が
か
。

　
　
京
築
県
土
整
備
事
務
所
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
犀
川
久
富

地
区
の
用
地
問
題
も
解
消
し
、

今
年
度
は
用
地
買
収
及
び
立
木

補
償
を
行
う
と
の
こ
と
で
あ
る
。

今
後
も
早
期
に
完
成
す
る
よ
う

県
に
働
き
か
け
る
。

QA
町
有
財
産
の

運
用・活
用
に
つ
い
て

地
元
と
話
し
合
い

有
効
活
用
を
検
討
し
た
い

中 尾 文 俊
議 員

中 山 茂 樹
議 員

A 小学校は約9,500万円
中学校は約3,500万円の減額
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　学
校
統
廃
合
の
目
的
に
は
、

経
費
削
減
が
1
つ
あ
る
と
思
う
。

学
校
統
廃
合
に
よ
り
、
維
持
管

理
費
は
ど
の
く
ら
い
安
く
な
る

か
。

　
　（
教
育
長
）、
町
内
10
校
あ

る
小
学
校
を
3
校
に
し
た
場
合
、

新
設
さ
れ
た
小
学
校
の
維
持
管

理
費
は
1
校
当
た
り
年
間
約
１

５
０
０
万
円
、
3
校
で
約
４
５

０
０
万
円
と
考
え
て
い
る
。
現

在
、
学
校
管
理
費
と
し
て
、
営

繕
工
事
を
含
め
1
億
２
５
０
０

万
円
ほ
ど
経
費
が
必
要
で
あ
る
。

維
持
管
理
費
は
約
８
０
０
０
万

円
の
減
額
に
な
る
と
見
込
ん
で

い
る
。

　
ま
た
、
教
育
振
興
経
費
に
つ

い
て
は
、
複
式
学
級
対
応
非
常

勤
講
師
の
賃
金
が
約
１
５
０
０

万
円
の
減
額
と
考
え
て
い
る
。

小
学
校
の
経
費
に
つ
い
て
は
、

全
体
で
約
９
５
０
０
万
円
の
経

費
削
減
が
見
込
ま
れ
る
。

　
中
学
校
を
1
校
に
し
た
場
合
、

新
設
中
学
校
の
維
持
管
理
費
は

年
間
約
２
２
０
０
万
円
。
現
在
、

中
学
校
管
理
費
は
、
営
繕
工
事

を
含
め
５
７
０
０
万
円
必
要
で

あ
る
。
維
持
管
理
費
は
約
３
５

０
０
万
円
の
減
額
と
な
る
。

新
し
い
学
校
の
設
計
は

　
　気
に
な
る
の
は
学
校
の
ト

イ
レ
だ
が
、
他
の
学
校
を
視
察

し
良
い
点
が
、
今
後
の
設
計
に

生
か
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　（
教
育
長
）、
新
し
い
校
舎

に
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
的
な

場
所
を
確
保
し
た
い
。
ト
イ
レ

は
大
規
模
改
修
で
は
、
う
ま
く

い
か
な
い
。
新
築
に
よ
り
学
校

を
整
備
す
る
こ
と
は
ト
イ
レ
の

充
実
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と

考
え
て
い
る
。
ト
イ
レ
に
つ
い

て
は
、
こ
だ
わ
っ
て
基
本
設
計

を
し
て
い
る
。
個
室
を
多
く
す

る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

ダ
ム
完
成
後
の
振
興
計
画
は

　
　ダ
ム
完
成
後
の
伊
良
原
地

区
の
振
興
計
画
だ
が
、
伊
良
ト

ピ
ア
公
園
整
備
事
業
、
森
林
公

園
整
備
事
業
等
は
、
順
調
に
進

ん
で
い
る
か
。

　
　
伊
良
ト
ピ
ア
公
園
内
の
レ

ス
ト
ラ
ン
関
連
建
物
は
、
7
月

中
の
完
成
を
目
指
し
現
在
建
設

中
で
あ
る
。

　
ま
た
、
福
岡
県
が
行
う
駐
車

場
、
親
水
護
岸
等
の
工
事
も
今

年
度
内
の
完
成
を
目
指
し
て
い

る
。

　
森
林
公
園
に
つ
い
て
は
、
周

園
路
の
造
成
工
事
を
行
っ
て
お

り
、今
後
公
園
内
に
、あ
ず
ま
や
、

展
望
台
等
の
建
設
を
行
い
、
今

年
度
中
の
完
成
を
目
指
し
て
い

る
。
公
園
内
の
建
造
物
に
つ
い

て
は
、
建
物
の
仕
様
等
に
つ
い

て
地
元
と
調
整
中
で
あ
る
。
町

道
に
つ
い
て
も
年
度
内
完
成
を

目
指
し
て
い
る
。
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Q 小・中学校統廃合により
維持管理費はどのくらい安くなるか

　
　犀
川
生
立
の
旧
老
人
い
こ

い
の
家
跡
地
は
、
神
幸
祭
の
際

に
は
神
輿
の
休
憩
場
所
と
業
者

の
駐
車
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
る
。
た
だ
、
草
が
伸
び
放
題

で
雨
が
降
る
と
ぬ
か
る
む
が
、

業
者
の
方
は
駐
車
す
る
。
以
前
、

同
質
問
に
「
簡
易
舗
装
を
検
討

す
る
」
と
答
弁
が
あ
っ
た
が
、

今
日
ま
で
な
ん
ら
対
応
が
な
く
、

管
理
が
ず
さ
ん
過
ぎ
る
。
今
後

の
対
応
を
伺
う
。

　
　
老
人
い
こ
い
の
家
跡
地
は
、

初
夏
と
秋
の
年
2
回
草
を
刈
っ

て
い
る
が
、
神
幸
祭
を
念
頭
に

実
施
時
期
に
つ
い
て
検
討
し
た

い
。
ま
た
、
地
元
と
話
し
合
い

土
地
の
有
効
活
用
を
検
討
し
た

い
。　

　ゆ
い
の
郷
の
改
築
で
町
業

務
が
本
庁
に
集
約
さ
れ
、
豊
津
・

犀
川
支
所
で
は
、
住
民
関
係
の

窓
口
業
務
の
み
に
な
っ

た
。
ま
た
、
今
年
度
中
に

は
、
住
民
へ
の
周
知
を
図

り
、
支
所
機
能
を
移
転
す

る
と
な
っ
て
い
る
が
、
移

転
先
は
ど
こ
に
な
る
か
。

併
せ
て
移
転
後
の
庁
舎
の

活
用
、
利
用
は
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

　
　
両
庁
舎
は
、
窓
口
係

の
ほ
か
土
地
改
良
区
や
寺

子
屋
等
の
事
務
所
と
し
て

活
用
し
て
い
る
が
、
維
持

管
理
に
年
間
2
千
万
円
か

か
っ
て
い
る
。
今
年
度
中

に
窓
口
業
務
に
支
障
を
き

た
さ
な
い
よ
う
移
転
先
を

検
討
す
る
。
移
転
後
の
活

用
は
、
住
民
ニ
ー
ズ
や
利
便
性
、

効
果
を
念
頭
に
検
討
す
る
。

　
　旧
今
里
団
地
跡
地
の
宅
地

造
成
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、

若
者
定
住
施
策
と
し
て
実
施
す

べ
き
で
あ
る
。
宅
地
は
何
区
画

に
な
る
か
。
1
区
画
の
面
積
は

い
か
ほ
ど
か
。

　ま
た
、
造
成
地
の
売
り
出
し

時
期
は
何
時
に
な
る
か
。

　
　
宅
地
造
成
の
1
区
画
は
、

平
均
１
０
０
坪
の
区
画
面
積
で

あ
り
、
分
譲
区
画
は
7
区
画
で
、

今
年
度
内
の
完
成
を
目
指
し
て

い
る
。

道
路
整
備
に
つ
い
て

　
　犀
川
末
江
の
変
則
5
差
路

は
見
通
し
が
悪
く
危
険
で
あ
る
。

よ
り
安
全
の
た
め
に
は
、
道
路

に
信
号
の
設
置
が
無
理
な
以
上
、

道
路
の
拡
幅
が
必
要
で
あ
る
。

関
係
地
主
と
協
議
を
進
め
る
べ

き
で
あ
る
。
進
捗
と
今
後
の
対

応
を
伺
う
。

　
　
信
号
機
は
、
変
則
5
差
路

の
た
め
難
し
い
。
地
元
と
協
議

を
重
ね
、
の
り
面
に
張
り
コ
ン

や
反
射
板
の
設
置
で
見
通
し
が

改
善
さ
れ
、
通
行
し
や
す
く
し

た
。

　
ま
た
、
道
路
の
拡
幅
に
つ
い

て
は
、
議
会
終
了
後
、
担
当
課

を
現
地
に
行
か
せ
、
ど
の
よ
う

に
す
る
の
か
検
討
さ
せ
た
い
。

　
　犀
川
・
下
深
野
線
は
、
久

富
地
区
の
途
中
ま
で
完
成
し
て

い
る
が
、
そ
の
後
、
進
ん
で
い

な
い
が
、
犀
川
〜
豊
津
〜
東
九

州
道
に
重
要
な
路
線
で
あ
る
。

現
在
の
進
捗
は
い
か
が
か
。

　
　
京
築
県
土
整
備
事
務
所
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
犀
川
久
富

地
区
の
用
地
問
題
も
解
消
し
、

今
年
度
は
用
地
買
収
及
び
立
木

補
償
を
行
う
と
の
こ
と
で
あ
る
。

今
後
も
早
期
に
完
成
す
る
よ
う

県
に
働
き
か
け
る
。

QA
町
有
財
産
の

運
用・活
用
に
つ
い
て

地
元
と
話
し
合
い

有
効
活
用
を
検
討
し
た
い

中 尾 文 俊
議 員

中 山 茂 樹
議 員

A 小学校は約9,500万円
中学校は約3,500万円の減額
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犀川支所

職員有志による「土のう」づくり

　
　今
、
次
々
と
空
き
施
設
が

点
在
し
て
い
る
。
特
に
、
大
型

施
設
が
残
り
維
持
管
理
で
も
莫

大
な
費
用
が
予
想
さ
れ
る
。
そ

の
中
、
学
校
編
成
が
計
画
中
、

何
校
も
の
施
設
が
廃
校
、
空
き

家
が
増
え
て
い
る
。
今
後
、
地

方
交
付
税
の
減
額
、
人
口
減
少

に
よ
る
町
税
等
の
減
少
、
伊
良

原
ダ
ム
完
成
に
よ
る
公
共
事
業

の
減
少
等
々
、
大
変
心
配
し
て

い
る
。
支
所
の
再
利
用
と
し
て
、

多
目
的
老
人
施
設
は
い
か
が
か
。

3
人
に
1
人
が
65
歳
、
超
高
齢

化
社
会
に
突
入
、独
居
、認
知
症
、

老
々
介
護
増
大
。
併
せ
て
、
年

金
の
目
減
り
に
よ
り
入
所
入
園

が
非
常
に
不
安
、
安
心
安
全
な

町
づ
く
り
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
為
に
も
、
多
目
的
総
合
的

老
人
施
設
に
活
用
し
て
は
ど
う

か
。

　
　
み
や
こ
町
に
は
施
設
が

20
ヶ
所
あ
り
入
所
定
員
数
は
７

０
０
名
を
超
え
て
い
る
。
そ
の

経
営
の
主
体
は
民
間
と
な
っ
て

お
り
、
待
機
者
数
は
ほ
と
ん
ど

い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を

踏
ま
え
る
と
町
が
入
居
施
設
を

新
た
に
整
備
す
る
こ
と
は
難
し

い
。

県
営
伊
良
原
ダ
ム
湖
に
ボ
ー
ト
、

屋
形
船
等
は

　
　ダ
ム
と
言
い
立
ち
50
有
余

年
多
く
の
地
区
の
方
た
ち
が
か

か
わ
り
、
よ
う
や
く
平
成
29
年

度
を
も
っ
て
完
成
、
平
成
16
年

12
月
知
事
出
席
の
も
と
、
調
印

式
が
行
わ
れ
た
。
地
域
の
方
々

は
大
変
な
犠
牲
と
大
き
な
苦
労

を
強
い
ら
れ
た
。
6
団
体
の
方
々

が
苦
労
し
て
伊
良
ト
ピ
ア
、
森

林
公
園
整
備
を
話
し
合
い
21
項

目
が
約
束
さ
れ
た

初
め
の
約
束
事
で

あ
り
、
し
っ
か
り

と
整
備
し
て
頂
き

た
い
。

　湖
水
に
浮
か
ぶ

屋
形
船
等
、
湖
面

か
ら
見
る
伊
良
原

の
山
岳
は
絶
景
で

あ
り
、
多
く
の
来

客
が
見
込
め
る
が

い
か
が
か
。

　
　
本
町
か
ら
具

体
的
な
提
案
が
あ

れ
ば
他
県
の
事
例

も
参
考
に
検
討
す

る
と
聞
い
て
お
り
、
今
後
、
精

査
し
県
に
お
願
い
を
す
る
。

犀
川
本
庄
池
公
園
の

整
備
は

　
　「犀
川
本
庄
池
公
園
に
つ
い

て
」
新
聞
で
本
庄
池
が
紹
介
、

県
下
で
も
唯
一
町
指
定
の
釣
り

場
で
あ
り
30
セ
ン
チ
級
が
釣
れ

る
ヘ
ラ
ブ
ナ
の
メ
ッ
カ
で
あ
り

多
く
の
釣
り
マ
ニ
ア
が
訪
れ
る
。

ハ
イ
キ
ン
グ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
歴
史
あ
る
帝
尺

山
、
蔵
持
権
現
様
が
あ
り
絶
景

で
あ
る
。
表
に
出
さ
な
い
手
は

な
い
。

　何
度
と
な
く
お
願
い
を
し
て

い
る
が
、
多
く
の
方
に
利
用
し

て
頂
く
為
に
は
、
犀
川
本
庄
池

公
園
の
入
口
の
拡
幅
が
必
要
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　
多
く
の
方
に
こ
の
公
園
を

利
用
し
て
頂
く
為
に
、
今
後
と

も
地
権
者
の
同
意
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
努
力
を
し
た
い
。
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　町
の
農
業
生
産
高
は
。

　
　
総
農
業
生
産
高
は
合
併
時

の
平
成
18
年
度
で
31
億
円
、
平

成
27
年
度
で
25
億
4
千
万
円
。

平
成
27
年
度
の
主
な
も
の
は
、

お
米
11
億
円
、
野
菜
5
億
6
千

万
円
、
畜
産
3
億
8
千
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

　
　生
産
高
の
高
い
品
目
は
何

か
。

　
　
イ
チ
ゴ
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、

青
ネ
ギ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
菊
、

ホ
オ
ズ
キ
な
ど
野
菜
や
花
卉
（
か

き
）
で
あ
る
。

　
　今
後
の
生
産
目
標
は
あ
る

か
。

　
　
平
成
28
年
度
、
こ
れ
ら
の

作
付
け
し
た
農
家
は
１
１
１
戸
、

8
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。
出
荷

時
期
の
調
整
、
農
地
の
集
積
な

ど
を
関
係
機
関
や
関
係
者
と
の

調
整
を
今
年
度
中
に
行
う
。

　
　平
成
30
年
か
ら
コ
メ
の
生

産
調
整
が
変
わ
る
が
、
ど
の
よ

う
な
事
態
が
予
測
さ
れ
る
の
か
。

　
　
一
時
的
に
供
給
過
剰
に
よ

り
、
価
格
の
下
落
が
生
じ
、
値

引
き
合
戦
の
激
化
や
零
細
・
兼

業
農
家
の
在
庫
累
積
が
心
配
さ

れ
る
。

危
機
管
理

　
　梅
雨
の
豪
雨
や
台
風
被
害

な
ど
過
去
の
被
害
の
実
態
を
把

握
し
て
い
る
か
。

　
　
平
成
3
年
の
台
風
19
号
、

平
成
24
年
7
月
の
九
州
北
部
豪

雨
で
は
大
き
な
被
害
が
出
た
。

近
年
の
被
害
の
多
く
は
水
害
に

よ
る
も
の
。

　
　予
測
さ
れ
る
被
害
の
実
態

に
備
え
を
。

　
　
地
元
消
防
団
や
関
係
機
関

等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
備
え

て
い
る
。
梅
雨
時
期
前
に
十
分

な
土
の
う
を
備
蓄
す
る
な
ど
被

害
を
拡
大
さ
せ
な
い
事
前
準
備

を
し
て
い
る
。

　
　火
災
の
対
策
は
万
全
か
。

地
域
消
防
団
の
再
編
成
は
終
え

た
の
か
。
地
域
の
割
り
振
り
は

充
分
満
た
さ
れ
て
い
る
か
。
豪

雨
や
台
風
の
時
の
見
回
り
な
ど

地
域
消
防
団
の
役
割
は
大
き
い
。

町
の
き
め
細
や
か
な
対
応
が
必

要
だ
。

　
　
各
地
区
、
各
消
防
団
で
そ

れ
ぞ
れ
の
事
情
が
あ
る
こ
と
か

ら
計
画
ど
お
り
に
は
進
ん
で
い

な
い
。
関
係
者
と
調
整
を
図
り

な
が
ら
再
編
協
議
を
進
め
て
い

き
た
い
。

高
齢
者
対
策

　
　町
は
高
齢
者
に
目
を

向
け
て
も
ら
い
た
い
。
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高

齢
者
の
み
の
世
帯
が
増
加

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
方
々

の
暮
ら
し
を
支
え
る
重
点

施
策
は
。

　
　
高
齢
化
率
は
37.5
％
、

高
齢
者
の
単
独
世
帯
数
は

21
％
を
超
え
、
高
齢
者
世

帯
は
全
世
帯
の
4
割
に
近

い
。
高
齢
者
の
一
人
一
人

に
お
会
い
で
き
な
い
た
め
、

何
ら
か
の
連
絡
や
情
報
を

い
た
だ
い
た
時
は
、
必
ず

連
絡
を
取
り
本
人
や
家
族
の
方

の
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
町
の
支
援
策
は
種
々

あ
る
の
で
、
お
話
を
聞
き
そ
の

方
の
背
景
を
知
る
こ
と
で
対
応

策
も
変
わ
る
。
そ
の
た
め
に
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
内
に

看
護
師
、
社
会
福
祉
士
を
配
し

て
訪
問
活
動
を
行
い
、
そ
の
方

の
要
望
や
状
況
に
合
っ
た
支
援

策
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
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　今
、
次
々
と
空
き
施
設
が

点
在
し
て
い
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。
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に
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型
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莫
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そ
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中
、
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校
、
空
き

家
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増
え
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い
る
。
今
後
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地

方
交
付
税
の
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額
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口
減
少
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よ
る
町
税
等
の
減
少
、
伊
良

原
ダ
ム
完
成
に
よ
る
公
共
事
業

の
減
少
等
々
、
大
変
心
配
し
て

い
る
。
支
所
の
再
利
用
と
し
て
、

多
目
的
老
人
施
設
は
い
か
が
か
。

3
人
に
1
人
が
65
歳
、
超
高
齢

化
社
会
に
突
入
、独
居
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症
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老
々
介
護
増
大
。
併
せ
て
、
年

金
の
目
減
り
に
よ
り
入
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入
園
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非
常
に
不
安
、
安
心
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全
な

町
づ
く
り
が
な
さ
れ
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い
。

そ
の
為
に
も
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多
目
的
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合
的

老
人
施
設
に
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用
し
て
は
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う

か
。

　
　
み
や
こ
町
に
は
施
設
が

20
ヶ
所
あ
り
入
所
定
員
数
は
７

０
０
名
を
超
え
て
い
る
。
そ
の

経
営
の
主
体
は
民
間
と
な
っ
て

お
り
、
待
機
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数
は
ほ
と
ん
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い
な
い
。
こ
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よ
う
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況
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踏
ま
え
る
と
町
が
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居
施
設
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た
に
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備
す
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と
は
難
し

い
。

県
営
伊
良
原
ダ
ム
湖
に
ボ
ー
ト
、

屋
形
船
等
は

　
　ダ
ム
と
言
い
立
ち
50
有
余

年
多
く
の
地
区
の
方
た
ち
が
か

か
わ
り
、
よ
う
や
く
平
成
29
年

度
を
も
っ
て
完
成
、
平
成
16
年

12
月
知
事
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席
の
も
と
、
調
印

式
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た
。
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方
々
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大
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ら
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6
団
体
の
方
々

が
苦
労
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ア
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林
公
園
整
備
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話
し
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い
21
項

目
が
約
束
さ
れ
た

初
め
の
約
束
事
で

あ
り
、
し
っ
か
り

と
整
備
し
て
頂
き

た
い
。
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か
ぶ
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形
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等
、
湖
面

か
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良
原

の
山
岳
は
絶
景
で

あ
り
、
多
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の
来

客
が
見
込
め
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い
か
が
か
。
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査
し
県
に
お
願
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。

犀
川
本
庄
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園
の

整
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川
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庄
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介
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30
セ
ン
チ
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が
釣
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る
ヘ
ラ
ブ
ナ
の
メ
ッ
カ
で
あ
り

多
く
の
釣
り
マ
ニ
ア
が
訪
れ
る
。

ハ
イ
キ
ン
グ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
歴
史
あ
る
帝
尺

山
、
蔵
持
権
現
様
が
あ
り
絶
景

で
あ
る
。
表
に
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な
い
手
は

な
い
。

　何
度
と
な
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お
願
い
を
し
て

い
る
が
、
多
く
の
方
に
利
用
し

て
頂
く
為
に
は
、
犀
川
本
庄
池

公
園
の
入
口
の
拡
幅
が
必
要
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　
多
く
の
方
に
こ
の
公
園
を

利
用
し
て
頂
く
為
に
、
今
後
と

も
地
権
者
の
同
意
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
努
力
を
し
た
い
。
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　町
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農
業
生
産
高
は
。
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千
万
円
。
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菜
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億
6
千

万
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千
万
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な
っ
て
い
る
。

　
　生
産
高
の
高
い
品
目
は
何

か
。

　
　
イ
チ
ゴ
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、

青
ネ
ギ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
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ホ
オ
ズ
キ
な
ど
野
菜
や
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卉
（
か

き
）
で
あ
る
。
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あ
る

か
。
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度
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こ
れ
ら
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作
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農
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は
１
１
１
戸
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8
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。
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荷

時
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整
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係
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係
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整
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中
に
行
う
。
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成
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年
か
ら
コ
メ
の
生

産
調
整
が
変
わ
る
が
、
ど
の
よ

う
な
事
態
が
予
測
さ
れ
る
の
か
。

　
　
一
時
的
に
供
給
過
剰
に
よ

り
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価
格
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下
落
が
生
じ
、
値

引
き
合
戦
の
激
化
や
零
細
・
兼

業
農
家
の
在
庫
累
積
が
心
配
さ

れ
る
。

危
機
管
理
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雨
の
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台
風
被
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の
被
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の
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把

握
し
て
い
る
か
。
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3
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台
風
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号
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平
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九
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北
部
豪

雨
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は
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き
な
被
害
が
出
た
。

近
年
の
被
害
の
多
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は
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害
に

よ
る
も
の
。
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さ
れ
る
被
害
の
実
態

に
備
え
を
。
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土
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ど
被

害
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な
い
事
前
準
備

を
し
て
い
る
。
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災
の
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策
は
万
全
か
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の
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て
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。
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の
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で
、
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を
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そ
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の
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を
知
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こ
と
で
対
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。
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に
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　6月19日の議会には諫山小学校6年生の子どもたち7名が傍聴に来ました。6月20日の議会 には豊津小学校6年生の子どもたち34名が傍聴にきました。6月23日の議会には黒田小学校6年生
の子どもたち28名が傍聴に来ました。子どもたちの目に議会はどのように映ったのでしょうか。 感想文を頂きましたので、少しずつですが、ご紹介いたします。

　住
所
・
氏
名
を
記
入
す

る
だ
け
で
、ど
な
た
で
も

傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。議
員
の
生
の
声
や
表

情
を
議
場
で
見
学
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　な
お
、6
月
議
会
の
傍

聴
者
は
93
名
で
し
た
。

※
本
会
議
は
、本
庁
及
び

各
支
所
ロ
ビ
ー
に
設
置
し

て
い
る
テ
レ
ビ
で
中
継
し

て
い
ま
す
。是
非
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　次
回
、9
月
定
例
会
の

招
集
日
は
、9
月
7
日
の

予
定
で
す
。詳
細
に
つ
い
て

は
、決
定
次
第
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
防

災
無
線
等
で

お
知
ら
せ
し

ま
す
。

☆議会は、静かなイメージと予想してた
ら、やっぱり静かでした。
　議会を初めて見学をさせてもらい、
とてもすごいと思いました。議会は通
学合宿でおせわになった人もいて、議
会にいる人々はとてもえらい人だと思
いました。
☆今日は、議会に行きました。議会は少
し早く終わりました。そのかわり、いろ
いろな役場の中を回りました。いろい
ろな係がありました。みんな忙しそう
で、町のために働いてくれているんだな
と思ったら、うれしいです。ぼくは、役場
の人にいろいろと負担のかからないよ
うに町を大切にし、ポイ捨てもせずに
やっていけたらなと思いました。
☆異議が一度もなく、すんなりと終
わったので、おどろきました。あまりに
早く終わったので役場を回りました。い
ろいろな課があって、それぞれに仕事
があるのですごいと思いました。職員
も200人ぐらいいると聞いておどろき
ました。
　もう一度、今度はおもしろい議会を
見たいです。

黒田小学校6年生  議長室にて

議
会
傍
聴
の
ご
案
内

☆私は、議場で心に残ったことは、約１時
間も問題について話していたことがすご
く心に残りました。議員の中で女性が一
人だけしかいないと聞いて驚きました。
　手を挙げて質問したり、答えたり、ス
ムーズに話し合えるようになっていまし
た。私は、代表委員会で議長になること
があるので、その時は議場で学んだこと
を生かしてスムーズに進められるように
したいです。
☆ぼくは、25歳になって議員になって話
し合ってみたいと思いました。代表委員
会とちがって難しい話ばかりでした。ぼ
くは、代表委員会でもあまり手をあげて
発言することが少ないので、これからさ
きは代表委員会でも、いっぱい手をあげ
て発言しようと思いました。
☆私は、みやこ町の議会を初めて傍聴し
ました。質問で「一番若い人で何歳です
か。」と聞いてみました。議長さんは「31
歳です。」といいました。私は40歳から上
だと思っていたけど31歳と聞いてびっく
りしました。

諫山小学校6年生  議長室にて

☆地元で学ばせ、地元で育ち、このみやこ
町を支えるという意見が心に残っていま
す。わけは、大人の人達がまだまだ小さい
小学生の成長を楽しみにしてくれていた
からです。話を聞いていくうちに、みやこ
町のことを本当に大切に思っていること
が分かりました。自分もそのようになり
たいと思いました。
☆質問や、質問に対する答えをていねい
に伝えていて続きが見たくなるような議
会で興味を持ちました。町の色々なこと
をどうすればよいかなど、とても真剣に
話し合っていました。ぼくは、このように
実際に見ることがなかったので今日は、
とてもいい経験になりました。こういう
機会をきっかけに話し合いをよくしてい
きたいと思いました。
☆議会が始まると話し声がやみ、部屋の
空気が変わりました。大事な時になった
ら、すばやく切り替えができるのはさす
がだなと思いました。議会が始まると議
員さんが質問したけど、それに答えた町
長さんが言葉をうまく要約して質問に答
えていたので、すごいなと思いました。

傍聴に来てくれて
ありがとう！また、勉強に来てね☆

～諫山小学校・豊津小学校・ 黒田小学校の児童が議会を傍聴～

地域の将来を考地域の将来を考 える子どもたち！える子どもたち！

豊津小学校6年生  議長室にて
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等
で

お
知
ら
せ
し

ま
す
。

☆議会は、静かなイメージと予想してた
ら、やっぱり静かでした。
　議会を初めて見学をさせてもらい、
とてもすごいと思いました。議会は通
学合宿でおせわになった人もいて、議
会にいる人々はとてもえらい人だと思
いました。
☆今日は、議会に行きました。議会は少
し早く終わりました。そのかわり、いろ
いろな役場の中を回りました。いろい
ろな係がありました。みんな忙しそう
で、町のために働いてくれているんだな
と思ったら、うれしいです。ぼくは、役場
の人にいろいろと負担のかからないよ
うに町を大切にし、ポイ捨てもせずに
やっていけたらなと思いました。
☆異議が一度もなく、すんなりと終
わったので、おどろきました。あまりに
早く終わったので役場を回りました。い
ろいろな課があって、それぞれに仕事
があるのですごいと思いました。職員
も200人ぐらいいると聞いておどろき
ました。
　もう一度、今度はおもしろい議会を
見たいです。

黒田小学校6年生  議長室にて

議
会
傍
聴
の
ご
案
内

☆私は、議場で心に残ったことは、約１時
間も問題について話していたことがすご
く心に残りました。議員の中で女性が一
人だけしかいないと聞いて驚きました。
　手を挙げて質問したり、答えたり、ス
ムーズに話し合えるようになっていまし
た。私は、代表委員会で議長になること
があるので、その時は議場で学んだこと
を生かしてスムーズに進められるように
したいです。
☆ぼくは、25歳になって議員になって話
し合ってみたいと思いました。代表委員
会とちがって難しい話ばかりでした。ぼ
くは、代表委員会でもあまり手をあげて
発言することが少ないので、これからさ
きは代表委員会でも、いっぱい手をあげ
て発言しようと思いました。
☆私は、みやこ町の議会を初めて傍聴し
ました。質問で「一番若い人で何歳です
か。」と聞いてみました。議長さんは「31
歳です。」といいました。私は40歳から上
だと思っていたけど31歳と聞いてびっく
りしました。

諫山小学校6年生  議長室にて

☆地元で学ばせ、地元で育ち、このみやこ
町を支えるという意見が心に残っていま
す。わけは、大人の人達がまだまだ小さい
小学生の成長を楽しみにしてくれていた
からです。話を聞いていくうちに、みやこ
町のことを本当に大切に思っていること
が分かりました。自分もそのようになり
たいと思いました。
☆質問や、質問に対する答えをていねい
に伝えていて続きが見たくなるような議
会で興味を持ちました。町の色々なこと
をどうすればよいかなど、とても真剣に
話し合っていました。ぼくは、このように
実際に見ることがなかったので今日は、
とてもいい経験になりました。こういう
機会をきっかけに話し合いをよくしてい
きたいと思いました。
☆議会が始まると話し声がやみ、部屋の
空気が変わりました。大事な時になった
ら、すばやく切り替えができるのはさす
がだなと思いました。議会が始まると議
員さんが質問したけど、それに答えた町
長さんが言葉をうまく要約して質問に答
えていたので、すごいなと思いました。

傍聴に来てくれて
ありがとう！また、勉強に来てね☆

～諫山小学校・豊津小学校・ 黒田小学校の児童が議会を傍聴～

地域の将来を考地域の将来を考 える子どもたち！える子どもたち！

豊津小学校6年生  議長室にて
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が
ん
ば
っ
ち
ょ
る

が
ん
ば
っ
ち
ょ
る

　暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。こ
の

度
、前
委
員
長
が
議
長
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
関
係
で
、新
し
く
委
員
長
に
選
ば
れ

ま
し
た
田
中
勝
馬
で
御
座
い
ま
す
。

　皆
様
方
の
ご
意
見
・ご
感
想
に
耳
を
傾

け
な
が
ら
、ま
た
、社
会
の
動
向
や
先
の

時
代
を
見
据
え
た
ト
ピ
ッ
ク
に
対
す
る

洞
察
力
を
磨
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　議
会
だ
よ
り
は
、議
会
と
町
民
の
皆

様
を
つ
な
ぐ
極
め
て
重
要
な
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
も
あ
り
、よ
り
内
容
の
濃
密
な
議
会
だ

よ
り
へ
と
進
化
さ
せ
る
よ
う
尽
力
す
る

所
存
で
す
。よ
り
多
く
の
町
民
の
声
を
聞

き
な
が
ら
有
意
義
な
誌
面
づ
く
り
に
励

ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。ど
う
か
今
後
と
も

議
会
だ
よ
り
の
ご
愛
読

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。田

中

　勝
馬

委
員
長

　田

　中

　勝

　馬

副
委
員
長

　柿

　野

　正

　喜

委

　
　員

　肥
喜
里

　雄

　二

委

　
　員

　吉

　竹

　次

　男

委

　
　員

　中

　山

　茂

　樹

委

　
　員

　飯

　本

　秀

　夫

発
行
責
任
者

　熊

　谷

　み
え
子

議 会 広 報
特別委員会

公
民
館
、サ
ン・
グ
レ
ー
ト
み
や
こ
、豊
津
公

民
館
を
は
じ
め
町
内
の
各
文
化
施
設
な
ど

を
拠
点
に
定
期
的
に
活
動
し
、さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　
協
会
の
事
業
と
し
て
は
、み
や
こ
町
と
の

協
働
事
業
で
、花
し
ょ
う
ぶ
ま
つ
り
、夏
ま

つ
り
、敬
老
会
、三
重
塔
ま
つ
り
等
に
出
展

及
び
芸
能
出
演
を
行
う
ほ
か
、自
主
事
業

と
し
て
、文
化
月
間
記
念
発
表
会（
豊
津
エ

リ
ア
）、産
業
祭
記
念
発
表
会（
犀
川
エ
リ

ア
）、文
化
・
芸
能
フ
ェ
ア（
勝
山
エ
リ
ア
）を

行
い
、日
ご
ろ
の
活
動
の
成
果
を
広
く
一
般

に
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
次
号
以
降
に
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
つ
い

て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
協
会
の
所
属
教
室
は
、文
芸
部
会
に
俳

句
・
短
歌
・
郷
土
史
、美
術
（
芸
術
）
部
会
に

　
み
や
こ
町
文
化
協
会
（
以
下
、単
に
協

会
）は
、先
行
す
る
み
や
こ
町
文
化
協
会
連

合
会
を
平
成
25
年
度
に
発
展
継
承
し
て
発

足
し
た
も
の
で
、文
化
芸
術
活
動
お
よ
び

そ
の
振
興
に
係
る
活
動
を
通
し
て
、み
や
こ

町
の
生
活
文
化
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
会
員
は
約
７
０
０
余
名
を
有
し
、中
央

絵
画
・
写
真
・
書
道
・

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
・

表
装
・
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ジ
メ
ン
ト
、生
活

教
養
部
会
に
華
道
・

茶
道
・
英
会
話
・
園

芸
・
手
芸
（
編
物
・

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
）
、

芸
能
部
会
に
舞
踊
・

ダ
ン
ス
・
吟
詠
・
カ

ラ
オ
ケ
・
謡
曲
・コ
ー
ラ
ス・
大
正
琴
・フ
ラ
ダ

ン
ス・三
味
線
、文
化
一
般
部
会
に
勝
山
太
鼓
・

盆
踊
り
保
存
会
・
健
康
武
術
（
練
功
・
太
極

拳
・
少
林
武
術
）・
地
域
づ
く
り
等
が
あ
り
ま

す
。

　
み
や
こ
町
文
化
協
会
に
は
こ
の
よ
う
に
、

多
彩
な
文
化
を
自
他
で
楽
し
み
な
が
ら
発

展
さ
せ
て
行
く
人
々
が
多
数
在
籍
し
て
お

り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
応
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　3,000株、1万本、30品種ほどの花菖蒲が5月
下旬から6月中旬まで、白や紫の花を順々に咲
かせます。毎年6月上旬に、花の見ごろに合わせ
て花しょうぶまつりを開催しています。
　5月下旬から開花をはじめ、6月中旬頃に満開
になります。

豊津花菖蒲公園豊津花菖蒲公園
6月10日6月10日

6月定例会の結果報告・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2～5P
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9名の議員が町政を問う・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 9～17P
小学校の児童が議会を傍聴 ・ ・ ・ ・ 18～19P
町内の頑張っている団体を紹介 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 20P
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